
(57)【要約】

【課題】帯域の無駄を抑えることができるホームシアタ

ーを提供する。

【解決手段】ホームシアター１０は、本体部１１０と１

または複数のスピーカ部３１０とを備える。本体部１１

０は、ＡＶストリーム伝送装置６１０から通信ネットワ

ーク７１０を介してＡＶストリームを受信する通信部１

２０と、ＡＶストリームを映像ストリームと音声ストリ

ームとに分離するデマックス部１５０と、映像ストリー

ムを処理して映像信号を生成する映像処理部１６０と、

音声ストリームを処理して音声信号を生成する音声処理

部１７０と、ＡＶストリームに含まれる音声の一部また

は全部を含む音声ストリームを取り出す音声取出部１８

０とを備える。通信部１２０は、音声取出部１８０が取

り出した音声ストリームを、通信ネットワーク７１０を

介してスピーカ部３１０に送信する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 映 像 お よ び 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 映 像 お よ び 音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て
受 信 す る 受 信 手 段 と 、
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 、 前 記 映 像 を 含 む 映 像 ス ト リ ー ム と 、 前 記 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ
ー ム と に 分 離 す る デ マ ッ ク ス 手 段 と 、
　 前 記 映 像 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 映 像 信 号 を 生 成 す る 映 像 処 理 手 段 と 、
　 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー
ム を 取 り 出 す 音 声 取 出 手 段 と 、
　 該 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複
数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る 送 信 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、
　 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を
調 整 す る 調 整 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ す る サ ン プ リ ン グ 手 段 を さ ら に 備 え て お り 、
　 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 が サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 を 、 通 信 ネ ッ ト
ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 前 記 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の 情 報 を 含 ん で お り 、
　 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 一 時 記 憶 す る ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ と 、
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す Ａ Ｖ 時 計 手 段 と
、
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段 と 、
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 、 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 に 比 べ
て 等 し い ま た は 遅 い 場 合 、 対 応 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 全 部 ま た は 一 部 を 前 記 デ マ ッ ク ス 手
段 に 送 信 す る 比 較 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理
本 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 受 信 手 段 は 、 受 信 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 同 期 し た 時 計 調 整 用 時 刻 の 情 報 を さ ら に 受
信 し て お り 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 時 計 調 整 用 時 刻 を 基 に 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 音 声 取 出 手 段 は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 前 記 受 信 手 段 が 送 信 し て か ら 前 記 ス ト リ ー
ム バ ッ フ ァ が 受 信 す る ま で の 間 に 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 、 前 記 音 声 の 一 部 ま た は 全 部
を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置
。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の 情 報
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ す る サ ン プ リ ン グ 手 段 を さ ら に 備 え て お り 、
　 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 が サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 を 、 通 信 ネ ッ ト
ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 前 記 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載
の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 声 処 理 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 音 声 取 出 手 段 は 、 前 記 音 声 処 理 手 段 か ら 、 前 記 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス
ト リ ー ム を 取 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 音 声 処 理 手 段 が 出 力 す る 音 声 信 号 を 遅 延 さ せ る 音 声 遅 延 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 映 像 処 理 手 段 が 出 力 す る 映 像 信 号 を 遅 延 さ せ る 映 像 遅 延 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 映 像 処 理 開 始 時 刻 、 映 像 表 示 時 刻 、 音 声 処 理 開 始 時 刻 、 お よ び
音 声 表 示 時 刻 の う ち の 少 な く と も １ つ の 時 刻 の 情 報 を 含 ん で お り 、
　 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 含 ま れ る 前 記 時 刻 を 調 整 す る 時 刻 調 整 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、
　 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 時 計 手 段 を 調 整
す る 調 整 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装
置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 音 声 取 出 手 段 が 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し た 時 に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を
サ ン プ リ ン グ す る 取 出 時 サ ン プ リ ン グ 手 段 と を さ ら に 備 え て お り 、
　 該 取 出 時 サ ン プ リ ン グ 手 段 は 、 サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 に 最 大 音 声 伝 送 時 間 分 を 加 算 し て
ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 と し 、
　 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の 情 報 を 含 む 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ
ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 前 記 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４
に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム は 、 固 定 ビ ッ ト レ ー ト の 連 続 ビ ッ ト ス ト
リ ー ム で あ り 、 か つ 同 期 を 取 る た め の 同 期 ヘ ッ ダ を 含 ん で お り 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 同 期 ヘ ッ ダ を 認 識 し て 前 記 音 声 時 計 手 段 の 調 整 を 行 う こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う と 共 に 音 声 ス ト リ ー ム を 送 信 す る 音 声 処 理 本 体 装 置 で あ っ て 、
　 少 な く と も 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、
　 取 得 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 対 し 音 声 処 理 を 行 っ て 音 声 信 号 を 出 力 す る 音 声 処 理 手 段 と 、
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム か ら 、 前 記 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す
音 声 取 出 手 段 と 、
　 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、
　 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を
調 整 す る 調 整 手 段 と 、
　 前 記 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ す る サ ン プ リ ン グ 手 段 と 、
　 該 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム と 、 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 が サ ン プ リ ン グ
し た 時 刻 の 情 報 と を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る 送 信
手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 音 声 処 理 本 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 す る 受
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信 手 段 と 、
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 声 処 理 手 段 と 、
　 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段 と を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 音 声 処 理 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 受 信 手 段 は 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 対 応 す る 音 声 を 前 記 外 部 装 置 が 出 力 す る タ
イ ミ ン グ を 示 す 時 刻 の 情 報 を 受 信 し 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 時 刻 の 情 報 を 基 に 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ８ に 記 載 の 音 声 処 理 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 受 信 手 段 は 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 し た 時 計 調 整 用 時 刻 の 情 報 を 受 信 し 、
　 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 時 計 調 整 用 時 刻 を 基 に 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 音 声 処 理 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の 情 報 を 含 ん で お り 、
　 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 一 時 記 憶 す る ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ と 、
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 、 前 記 音 声 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 に 比 べ て 等
し い ま た は 遅 い 場 合 、 対 応 す る 音 声 ス ト リ ー ム の 全 部 ま た は 一 部 を 前 記 音 声 処 理 手 段 に 送
信 す る 比 較 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 音 声 処 理 端 末 装 置
。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ な い し １ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 と 、 該 映 像 音 声 処 理 本
体 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 す る 請 求 項 １ ８ な い し ２ １ の
何 れ か １ 項 に 記 載 の 音 声 処 理 端 末 装 置 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 映 像 音 声 処 理 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 映 像 お よ び 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 映 像 お よ び 音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て
受 信 し 、 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り
出 し 、
　 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送
信 す る こ と を 特 徴 と す る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 音 声 処 理 端 末 装 置 で あ っ て 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定
す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 を 備 え る 音 声 処 理 端 末 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 す る と
、
　 前 記 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 し 、
　 調 整 さ れ た 前 記 音 声 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 を 基 に 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信
号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 音 声 処 理 端 末 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 １ な い し １ ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 に お け る 各 手 段 を コ ン
ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ８ な い し ２ １ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 音 声 処 理 端 末 装 置 に お け る 各 手 段 を コ ン ピ
ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 音 声 処 理 端 末 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 、 お よ び ／ ま た は 、 請 求 項 ２
６ に 記 載 の 音 声 処 理 端 末 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読
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取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 映 像 お よ び 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 お よ び そ の 制 御 方
法 、 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 音 声 処 理 端 末 装 置 お よ び そ の 制 御 方 法 、 音 声 に 対 す る 処 理 を
行 う 音 声 処 理 本 体 装 置 、 映 像 音 声 処 理 シ ス テ ム 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 、
音 声 処 理 端 末 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 、 な ら び に 該 プ ロ グ ラ ム を 記 録 し た 記 録 媒 体 に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と １ ま た は 複 数 の ス ピ ー カ と を 備
え る ホ ー ム シ ア タ ー シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ホ ー ム シ ア タ ー の 最 も 一 般 的 な 形 態 は 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 か ら デ ィ ス プ レ イ と 複 数 の
ス ピ ー カ と ま で を 、 ネ ッ ト ワ ー ク 用 で は な い 有 線 で 接 続 す る も の で あ る 。 ホ ー ム シ ア タ ー
本 体 と 複 数 の ス ピ ー カ と を そ れ ぞ れ ア ナ ロ グ 音 声 用 の 伝 送 線 で 接 続 す る た め 、 接 続 の 配 線
が 多 数 か つ 複 雑 に な る 。 特 に 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 が ユ ー ザ の 前 側 に 配 置 さ れ る 場 合 、 ユ
ー ザ の 後 側 に 配 置 さ れ る ス ピ ー カ （ リ ア ス ピ ー カ ） か ら ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 ま で の 距 離 が
遠 く 、 家 庭 内 等 で は 長 い 配 線 が 邪 魔 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め 、 全 て あ る い は 一 部 の ス ピ ー カ が 、 無 線 ま た は 有 線 の ネ ッ ト ワ ー ク
技 術 を 利 用 し て ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 該 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 音 声 信 号 を 伝 送 す る 方 法 が あ
る 。 ネ ッ ト ワ ー ク 用 の 伝 送 線 で ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 お よ び 複 数 の ス ピ ー カ 間 を 相 互 接 続 す
る 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク の 場 合 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と 各 ス ピ ー カ と を ア ナ ロ グ 音 声 用 の 伝 送
線 で 接 続 す る 場 合 に 比 べ て 、 配 線 を 簡 素 化 で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 ５ ． １ チ ャ ン ネ ル の 音 声 信 号 を 利 用 す る ホ ー ム シ ア タ ー の 場 合 、 ス ピ ー カ は 少
な く と も ６ 台 設 置 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し な い 場 合 に は 、 少
な く と も ６ 本 の ア ナ ロ グ 音 声 用 の 伝 送 線 が ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 か ら ス ピ ー カ ま で 設 置 さ れ
る こ と に な る 。 一 方 、 Ｌ Ａ Ｎ （ Local Area Network） 等 の 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る 場
合 、 既 存 の ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 使 う こ と が 可 能 に な り 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 お よ び ス ピ ー カ
か ら は 、 １ 本 の ネ ッ ト ワ ー ク 用 の 伝 送 線 の み が ネ ッ ト ワ ー ク 網 の ポ ー ト に 接 続 さ れ る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 音 声 信 号 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 伝 送 す る 場 合 、 ア ナ ロ グ の 音 声 信 号 を 例 え ば Ｆ Ｍ （ Freque
ncy Modulation） や Ａ Ｍ （ Amplitude Modulation） で 変 調 し て 伝 送 す る こ と が で き る 。 し
か し な が ら 、 ア ナ ロ グ 信 号 を そ の ま ま 変 調 し て 伝 送 す る 場 合 、 信 号 が 劣 化 し て し ま う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 音 声 信 号 を デ ジ タ ル 化 し て 伝 送 す る 場 合 、 赤 外 線 、 電 波 な ど の 無 線 を 用 い て 音 声
信 号 を 伝 送 す る こ と が で き る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 し か し な が ら 、 赤 外 線 の 場 合
、 例 え ば 人 間 が 送 信 機 と 受 信 機 と の 間 を 横 断 し た と き の よ う に 、 送 信 機 と 受 信 機 と の 間 に
障 害 物 が あ る と 伝 送 が で き な く な り 、 Ａ Ｖ （ Audio Visual） 機 器 の 品 質 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 ２ ． ４ Ｇ Ｈ ｚ の 帯 域 を 用 い た Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ な ど の 場 合 、 電 子 レ ン ジ と 同 じ
帯 域 で あ る た め 、 電 子 レ ン ジ を 使 っ て い る 時 に Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ で 音 声 信 号 の 伝 送 を 行
う と 、 音 声 信 号 が 正 し く 伝 送 さ れ な い 可 能 性 が あ り 、 音 声 の 品 質 、 つ ま り Ａ Ｖ 機 器 の 品 質
が 低 下 す る 。 し た が っ て 、 実 時 間 （ リ ア ル タ イ ム ） 性 が 必 要 な 映 像 や 音 声 の 無 線 伝 送 を 行
う 場 合 、 赤 外 線 や ２ ． ４ Ｇ Ｈ ｚ 帯 を 避 け る こ と が 品 質 の 上 で 重 要 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 上 は 、 音 声 信 号 の み を ネ ッ ト ワ ー ク 上 で 伝 送 す る こ と に よ り 、 ホ ー ム シ ア タ ー の 配 線
を 簡 素 化 す る 事 例 で あ る 。 一 方 、 近 年 の イ ン タ ー ネ ッ ト の 普 及 に 伴 い 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上
の サ イ ト に あ る コ ン テ ン ツ を 、 該 サ イ ト と 別 の 場 所 に 存 在 す る パ ソ コ ン 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Person
al Digital Assistant） 、 携 帯 電 話 等 の 情 報 通 信 端 末 で 楽 し め る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 今 後 、 家 電 製 品 で も 上 記 サ イ ト に あ る コ ン テ ン ツ を 楽 し む 用 途 へ の 期 待 が 大 き い
。 こ の 場 合 、 複 数 メ ー カ の 家 電 製 品 の 相 互 接 続 性 を 保 つ こ と が 重 要 で あ り 、 こ の た め の 規
格 と し て は 、 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ （ Digital Living Network Alliance） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ８ は 、 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ に 基 づ い て 、 Ａ Ｖ ソ ー ス 機 器 か ら テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 （ 以 下 「 テ レ ビ
」 と 略 称 す る 。 ） に Ａ Ｖ 信 号 を 伝 送 す る 例 を 示 し て い る 。 図 示 の 場 合 、 Ａ Ｖ ソ ー ス 機 器 １
０ ０ １ お よ び テ レ ビ １ ０ ０ ２ は 、 両 方 が Ｄ Ｌ Ｎ Ａ 対 応 で あ れ ば 、 そ れ ぞ れ が 異 な る メ ー カ
で あ っ て も 問 題 な く 接 続 が 可 能 に な る 。 こ こ で 、 Ａ Ｖ ソ ー ス 機 器 １ ０ ０ １ の 汎 用 性 を 高 め
る た め に は 、 Ａ Ｖ ソ ー ス 機 器 １ ０ ０ １ が 伝 送 す る Ｄ Ｌ Ｎ Ａ 対 応 Ａ Ｖ 信 号 を テ レ ビ １ ０ ０ ２
だ け で は な く 、 ホ ー ム シ ア タ ー で も 受 信 で き る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 Ａ Ｖ ソ ー ス 機 器 １ ０ ０ １ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ （ Digital Versatile Disk） ／ Ｂ ｌ ｕ － ｒ ａ
ｙ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ プ レ イ ヤ ー や Ｄ Ｖ Ｄ ／ Ｂ ｌ ｕ － ｒ ａ ｙ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ レ コ ー ダ 、 Ｈ Ｄ Ｄ （ hard d
isk drive） レ コ ー ダ な ど の 動 画 再 生 装 置 や 、 Ｂ Ｓ （ Broadcasting Satellite） ／ Ｃ Ｓ （ C
ommunications Satellite） チ ュ ー ナ な ど の 放 送 受 信 装 置 な ど に よ っ て 構 成 さ れ る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 ホ ー ム シ ア タ ー か ら も ネ ッ ト ワ ー ク 上 に あ る コ ン テ ン ツ を 再 生 で き る よ
う に す る こ と が 重 要 で あ り 、 そ の た め に は 音 声 信 号 だ け で は な く 映 像 信 号 も ネ ッ ト ワ ー ク
上 で 伝 送 さ れ る こ と が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 と こ ろ で 、 再 生 す る 音 声 お よ び 映 像 に 対 す る 要 求 と し て リ ッ プ シ ン ク （ lip synchroniz
ation） が あ る 。 リ ッ プ シ ン ク と は 、 テ レ ビ に 写 る 映 像 上 の 動 き と 、 ス ピ ー カ か ら 出 力 さ
れ る 音 声 と を 合 わ せ る こ と い う 。 リ ッ プ シ ン ク か ら の ず れ が 大 き す ぎ る 場 合 、 映 像 と 音 声
と が 対 応 し な く な る 。 非 特 許 文 献 １ で は リ ッ プ シ ン ク か ら の ず れ の 最 大 値 を 約 ５ ｍ ｓ と し
て い る 。 つ ま り 、 ５ ｍ ｓ 以 上 の ず れ が 生 じ る と 、 人 間 は リ ッ プ シ ン ク か ら の ず れ を 認 識 で
き る と い う こ と で あ る 。 よ っ て 、 Ａ Ｖ 機 器 は リ ッ プ シ ン ク に 対 応 し た 設 計 を 行 う 必 要 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 音 声 信 号 お よ び 映 像 信 号 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 伝 送 す る 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク
の 伝 送 に 伴 う 遅 延 が さ ら に 生 じ て し ま う 。 よ っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク に 対 応 し た 高 品 質 な Ａ Ｖ
機 器 を 設 計 す る た め に は ネ ッ ト ワ ー ク で 生 じ る 遅 延 を も 補 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 １ で は 、 ス テ レ オ 音 声 に 対 す る 要 求 と し て 両 方 の ス ピ ー カ の 音 声 の ず
れ を 最 大 ± １ １ μ ｓ の 範 囲 と し て い る 。 よ っ て 、 複 数 の ス ピ ー カ が そ れ ぞ れ 独 立 し た 通 信
装 置 を 用 い て い る 場 合 、 そ れ ぞ れ の 通 信 装 置 の ず れ を ± １ １ μ ｓ 以 下 に 抑 え る 必 要 が あ る
。 な お 、 非 特 許 文 献 １ で は ス テ レ オ 音 声 の ず れ に 対 す る 要 求 を ± １ １ μ ｓ と し て い る が 、
２ つ 以 上 の ス ピ ー カ の 場 合 で も 、 ス ピ ー カ 同 士 の 音 声 の ず れ に 対 す る 要 求 は 同 じ ± １ １ μ
ｓ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 音 声 信 号 お よ び 映 像 信 号 を ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 伝 送 し 、 さ ら に リ ッ プ シ
ン ク の 要 求 に 対 応 し た 伝 送 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 伝 送 装 置 は 、 無 線 送 信 機 、 音 声 受
信 機 （ ス ピ ー カ 等 ） 、 お よ び 映 像 受 信 機 （ テ レ ビ 等 ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 無 線 送 信 機 は
、 一 般 の Ａ Ｖ 機 器 の 出 力 に 直 接 接 続 す る 機 器 で あ る 。 こ こ で 、 Ａ Ｖ 機 器 が 出 力 す る 音 声 信
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号 と 映 像 信 号 と は 、 そ れ ぞ れ 、 無 線 送 信 機 に お け る 音 声 信 号 符 号 化 部 と 映 像 信 号 符 号 化 部
と に 別 々 に 入 力 さ れ て 別 々 に 処 理 さ れ 、 音 声 受 信 機 と 映 像 受 信 機 と に 別 々 に 伝 送 さ れ る 構
成 に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ２ ０ ６ ５ ３ 号 公 報 （ ２ ０ ０ ４ 年 １ １ 月 １ １ 日 公 開 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ ２ ６ ６ ７ 号 公 報 （ ２ ０ ０ ４ 年 １ ０ 月 ７ 日 公 開 ）
【 非 特 許 文 献 １ 】 R. Steinmetz, “ Human Perception of Jitter and Media Synchroniza
tion” , IEEE Journal On Selected Areas In Communications, Vol.14, No.1, pp.61-72
, January 1996
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か し な が ら 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ 等 の ス ト リ ー ム に は 、 通 常 、 映 像 と 音 声 と の 両 方 が 含 ま れ て
い る 。 こ の た め 、 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ 対 応 に 開 発 さ れ て い る 送 信 機 お よ び 受 信 機 も 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ ス ト
リ ー ム に は 音 声 と 映 像 と の 両 方 が 含 ま れ て い る こ と を 想 定 し て い る 。 よ っ て 、 例 え 特 許 文
献 ２ が 提 案 し て い る ア ー キ テ ク チ ャ が 、 そ の 音 声 信 号 と 映 像 信 号 と が Ｄ Ｌ Ｎ Ａ 対 応 で あ っ
た と し て も 、 音 声 と 映 像 と が そ れ ぞ れ 別 々 の ス ト リ ー ム に 伝 送 さ れ る た め 、 映 像 と 音 声 と
を 同 じ ス ト リ ー ム で 伝 送 す る 一 般 の ネ ッ ト ワ ー ク Ａ Ｖ 機 器 （ 以 下 、 こ の よ う な 機 器 を 「 Ａ
Ｖ ス ト リ ー ム ソ ー ス 機 器 」 と 称 す る 。 ） と の 直 接 的 な 相 互 接 続 性 を 有 さ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 特 許 文 献 ２ の ア ー キ テ ク チ ャ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム ソ ー ス 機 器 と の 間 接 的 な 相 互 接
続 性 を 有 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 同 文 献 の ア ー キ テ ク チ ャ は 、 外 部 の Ａ Ｖ 機 器 に 接 続
す る 構 成 に な っ て い る た め で あ る 。 こ の た め 、 同 文 献 の ア ー キ テ ク チ ャ に 接 続 す る Ａ Ｖ 機
器 の 入 力 が 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム ソ ー ス 機 器 と の 相 互 接 続 性 を 有 し て い れ ば 良 い 。 こ の 場 合 、
上 記 Ａ Ｖ 機 器 は 、 映 像 と 音 声 と を 含 ん だ １ つ の ス ト リ ー ム を Ａ Ｖ ス ト リ ー ム ソ ー ス 機 器 か
ら 受 信 し 、 次 に 音 声 と 映 像 と を 分 離 し て 、 音 声 と 映 像 と を 別 々 に 同 文 献 の ア ー キ テ ク チ ャ
に 出 力 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 上 記 Ａ Ｖ 機 器 か ら 特 許 文 献 ２ の ア ー キ テ ク チ ャ に 音 声 と 映 像
と を 伝 送 し 、 同 文 献 の ア ー キ テ ク チ ャ が 音 声 受 信 機 と 映 像 受 信 機 と に 音 声 と 映 像 と を そ れ
ぞ れ 伝 送 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 音 声 と 映 像 と を ２ 回 伝 送 す る こ と に な り 、 帯 域 の 無
駄 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 、 Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ （ High Definition Television） 対 応 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ の 場 合 、 ス ト リ ー
ム は ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 以 上 で あ り 、 特 許 文 献 ２ の ア ー キ テ ク チ ャ が 入 力 さ れ た ス ト リ ー ム の 伝
送 レ ー ト を 変 換 し な い 場 合 、 ２ 回 の 伝 送 の 合 計 は ４ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 以 上 に な る 。 こ れ ら の 伝 送
を 無 線 で 行 う 場 合 、 現 在 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ （ The Institute of Electrical and Electronics En
gineers） ８ ０ ２ ． １ １ ａ に 準 拠 し た Ｗ Ｌ Ａ Ｎ （ Wireless LAN） モ ジ ュ ー ル の Ｍ Ａ Ｃ － Ｓ
Ａ Ｐ （ Media Access Control Service Access Point） 上 の 性 能 は ３ ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ 以 下 で あ
り 、 ４ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 以 上 の 伝 送 は 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 現 在 規 格 化 中 の 次 世 代 高 速 無 線 Ｌ Ａ Ｎ の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ｎ の 場 合 で は 、 Ｍ Ａ Ｃ －
Ｓ Ａ Ｐ 上 で １ ０ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 以 上 が 期 待 さ れ て い る が 、 こ れ は 近 距 離 の 性 能 で あ り 、 例 え ば
家 庭 内 の 場 合 は 全 体 で ５ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ 以 下 と 思 わ れ る 。 こ の 場 合 、 ギ リ ギ リ で 上 記 の ４ ０ Ｍ
ｂ ｐ ｓ を 伝 送 で き る 可 能 性 は あ る が 、 こ の と き の 伝 送 路 に 対 す る 負 荷 が 著 し く 大 き い の で
、 他 の デ ー タ 伝 送 に 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ｎ で は 複 数 の Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 伝 送 が 期 待 さ れ て い る 。 １ つ の
Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ の 伝 送 で ２ つ 分 の 伝 送 を 使 っ て し ま う と 、 複 数 の Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ に 対 応 で き な く な る 虞
が あ る 。 ま た 、 例 え ば 今 後 、 家 庭 内 で は 映 像 だ け で は な く 、 通 常 の メ ー ル や イ ン タ ー ネ ッ
ト ブ ラ ウ ザ の デ ー タ 、 ま た は 家 庭 内 の ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て Ｖ ｏ Ｉ Ｐ （ Voice Over Inter
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net Protocol） で 電 話 を す る こ と や 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ゲ ー ム を 楽 し む こ と な ど が 期 待 さ れ
て い る 。 そ こ で 、 こ れ ら の 用 途 の た め に 帯 域 を 確 保 す る こ と が 重 要 で あ り 、 帯 域 を 無 駄 に
使 う こ と は こ れ ら の サ ー ビ ス の 品 質 を 劣 化 さ せ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 特 許 文 献 ２ の ア ー キ テ ク チ ャ が 入 力 さ れ た ス ト リ ー ム の 伝 送 レ ー ト を よ り 高 い 伝
送 レ ー ト に 変 換 し た 場 合 、 以 上 の 帯 域 問 題 は さ ら に 悪 化 す る 。 こ れ と は 反 対 に 、 同 文 献 の
ア ー キ テ ク チ ャ が 、 入 力 さ れ た ス ト リ ー ム の 伝 送 レ ー ト を よ り 低 く す る 場 合 、 伝 送 す る 音
声 と 映 像 と の 品 質 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 帯 域 の 無 駄 を 抑 え
る こ と が で き る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 、 音 声 処 理 端 末 装 置 な ど を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 は 、 映 像 お よ び 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 映 像 音 声 処
理 本 体 装 置 で あ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 映 像 お よ び 音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ
ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー
ム を 、 前 記 映 像 を 含 む 映 像 ス ト リ ー ム と 、 前 記 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム と に 分 離 す る デ
マ ッ ク ス 手 段 と 、 前 記 映 像 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 映 像 信 号 を 生 成 す る 映 像 処 理 手 段 と 、 前
記 受 信 手 段 が 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を
取 り 出 す 音 声 取 出 手 段 と 、 該 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る 送 信 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 願 で は 、 「 音 声 」 と い う 用 語 は 、 声 だ け で な く 、 音 楽 、 音 響 な ど 、 種 々 の 音 の
総 称 と し て 使 用 し て い る 。 ま た 、 音 声 と 映 像 と を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 送 信 す る 外 部 装 置
の 一 例 と し て は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の サ ー バ な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装
置 が 送 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 す る 外 部 装 置 の 一 例 と し て は 、 ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 、
ネ ッ ト ワ ー ク 対 応 ス ピ ー カ な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 映 像 お よ び 音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 受 信 し 、 受 信 し た Ａ Ｖ ス
ト リ ー ム を 映 像 ス ト リ ー ム と 音 声 ス ト リ ー ム と に 分 離 し 、 分 離 し た 映 像 ス ト リ ー ム を 処 理
し て 映 像 信 号 を 生 成 し て い る 。 ま た 、 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 含 ま れ る 音 声 の 一 部 ま た
は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 装 置 を 、 例 え ば ホ ー ム シ ア タ ー な ど の 映 像 音 声 処 理 シ ス テ ム に 適
用 す る と 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 送 信 す る 一 般 の ネ ッ ト ワ ー ク Ａ Ｖ 機 器 と 直 接 的 な 相 互 接 続 性
を 有 す る と 共 に 、 従 来 よ り も 映 像 お よ び 音 声 の 伝 送 回 数 を 減 ら し て 帯 域 の 無 駄 を 抑 え る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 例 え ば 、 ２ ０ Ｍ ｂ ｐ ｓ の Ｈ Ｄ Ｔ Ｖ 用 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 場 合 、 音 声 が ５ ． １ チ ャ ン ネ ル で
あ る Ｄ Ｔ Ｓ （ Digital Theater System） 形 式 の 音 声 ス ト リ ー ム は 、 最 大 １ ５ ３ ６ Ｋ ｂ ｐ ｓ
で あ り 、 映 像 ス ト リ ー ム は 約 １ ８ ． ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ に な る 。 よ っ て 、 本 発 明 で の 帯 域 は 約 ２ １
． ５ Ｍ ｂ ｐ ｓ に 抑 え る こ と が で き 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ａ に 準 拠 し た 無 線 Ｌ Ａ Ｎ （ Ｗ Ｌ
Ａ Ｎ ） モ ジ ュ ー ル で 伝 送 可 能 で あ る 。 な お 、 他 の 形 式 の ５ ． １ チ ャ ン ネ ル 音 声 ス ト リ ー ム
は 、 最 大 伝 送 レ ー ト が 、 Ｄ ｏ ｌ ｂ ｙ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ で ４ ４ ８ ｋ ｂ ｐ ｓ で あ り 、 Ａ Ａ Ｃ （
Advanced Audio Coding） で ９ １ ２ ｋ ｂ ｐ ｓ で あ る 。 し た が っ て 、 他 の 形 式 の 音 声 ス ト リ
ー ム で も 無 線 Ｌ Ａ Ｎ モ ジ ュ ー ル で 伝 送 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 、 送 信 手 段 が
通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 で き る 。 し た が っ て 、 映 像 音 声
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処 理 本 体 装 置 と 外 部 装 置 と の 構 成 や 配 置 を 柔 軟 に 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の 一 例 で あ る ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と 、 外 部 装 置 の 一 例 で
あ る ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 と に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 例 え ば 、 ２ 台 の リ ア ス ピ ー カ の み
に 音 声 ス ト リ ー ム を ネ ッ ト ワ ー ク 伝 送 し た い 場 合 、 ２ つ の 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ つ は 、 上 記 ２ 台 の リ ア ス ピ ー カ が お 互 い に あ ま り 離 れ て い な い 場 合 、 音 声 取 出 手 段 が
取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を １ 台 の ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 に 送 り 、 上 記 ２ 台 の リ ア ス ピ ー カ
を 上 記 ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 に 接 続 す る 方 法 で あ る 。 こ の 場 合 、 ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 を ホ ー
ム シ ア タ ー 本 体 か ら 遠 く に 配 置 す る こ と が で き 、 リ ア ス ピ ー カ は ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 の 近
く に 配 置 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 と の 間 の
配 線 を 簡 素 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 も う １ つ は 、 上 記 ２ 台 の リ ア ス ピ ー カ が お 互 い に 離 れ て い る 場 合 で あ り 、 音 声 取 出 手 段
が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を ２ 台 の ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 に 送 る 方 法 で あ る 。 こ の 場 合 、
上 記 ２ 台 の ス ピ ー カ 用 通 信 装 置 を ２ 台 の ス ピ ー カ に そ れ ぞ れ 内 臓 す る こ と が で き る 。 よ っ
て 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と ２ 台 の ス ピ ー カ と の 間 の 配 線 を 簡 素 化 で き る 。 以 上 は ２ 台 の リ
ア ス ピ ー カ の 事 例 で あ っ た が 、 よ り 多 く の ス ピ ー カ を 利 用 す る 場 合 も 同 様 に で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の
時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ
う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 し て い る 音 声 時 計 手 段 を 用
い る こ と に よ り 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 な ど の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 と 、 上 記 取 り 出 し た 音
声 ス ト リ ー ム が 伝 送 さ れ る ス ピ ー カ な ど の 外 部 装 置 と の リ ッ プ シ ン ク や 、 ス ピ ー カ 同 士 の
音 声 の ず れ に 対 す る 要 求 を 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ す る
サ ン プ リ ン グ 手 段 を さ ら に 備 え て お り 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 が サ ン プ
リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 前 記 外 部 装 置 に 送 信
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ し 、 サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 の
情 報 を １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 し て い る 。 し た が っ て 、 ス ピ ー カ な ど の 外 部 装 置 が
音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め に 備 え る 音 声 時 計 手 段 は 、 上 記 の サ ン プ リ ン グ
し た 時 刻 を 基 に 調 整 さ れ る こ と に よ り 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 な ど の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置
の 音 声 時 計 手 段 に 、 よ り 正 確 に 同 期 す る こ と が で き る 。 実 施 例 で は 、 １ ０ ０ ｎ ｓ オ ー ダ で
同 期 を 達 成 す る こ と が で き た 。 こ の 値 は 、 リ ッ プ シ ン ク や ス ピ ー カ 同 士 の 音 声 の ず れ に 対
す る 要 求 （ １ ～ １ ０ μ ｓ オ ー ダ ） よ り も １ 桁 低 い 。 し た が っ て 、 上 記 要 求 よ り も 精 度 の 高
い 同 期 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の
情 報 を 含 ん で お り 、 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 一 時 記 憶 す る ス ト リ ー ム バ
ッ フ ァ と 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す Ａ Ｖ 時
計 手 段 と 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段
と 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 、 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 に 比
べ て 等 し い ま た は 遅 い 場 合 、 対 応 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 全 部 ま た は 一 部 を 前 記 デ マ ッ ク ス
手 段 に 送 信 す る 比 較 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 基 準 に し て Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 全 部 ま た は 一
部 を デ マ ッ ク ス 手 段 に 出 力 す る こ と に よ り 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ が 要 求 す る 同 期 精 度 を 達 成
す る こ と が で き る 。 な お 、 よ い 同 期 精 度 が 達 成 で き る 理 由 は 、 通 常 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ デ コ ー ダ
内 で は デ コ ー ダ の 時 計 手 段 が 用 い ら れ 、 こ の 時 計 手 段 を Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ ス ト リ ー ム に 同 期 さ せ
る 必 要 が あ る た め で あ る 。 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ デ コ ー ダ に 入 力 さ れ る Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ の 信 号 を 上
記 の 方 法 で 同 期 さ せ て お く こ と に よ り 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ デ コ ー ダ 内 部 の 時 計 手 段 の 同 期 を 高 い
精 度 に す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ デ コ ー ダ 内 部 の 時 計 手 段 は ２ 回 同 期 さ れ る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 受 信 手 段 は 、 受 信 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に
同 期 し た 時 計 調 整 用 時 刻 の 情 報 を さ ら に 受 信 し て お り 、 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 時 計 調 整 用
時 刻 を 基 に 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 を 調 整 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 同 期 し た 時 計 調 整 用 時 刻 を 用 い て Ａ Ｖ 時 計 手 段
を 調 整 す る こ と に よ り 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ が 要 求 す る 精 度 ま た は さ ら に 良 好 な 精 度 の 同 期
を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 音 声 取 出 手 段 は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を
前 記 受 信 手 段 が 送 信 し て か ら 前 記 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ が 受 信 す る ま で の 間 に 、 前 記 Ａ Ｖ ス
ト リ ー ム か ら 、 前 記 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す こ と も で き る
。 さ ら に 、 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 出 力 時
刻 の 情 報 を 含 む こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の 情 報 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 、 ホ ー ム シ ア
タ ー 本 体 な ど の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 か ら ス ピ ー カ な ど の 外 部 装 置 に 送 信 で き る 。 こ れ に
よ り 、 外 部 装 置 が 備 え る 上 記 音 声 時 計 手 段 は 、 上 記 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 基 に 調 整 さ れ る
こ と に よ り 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の 音 声 時 計 手 段 に 同 期 す る こ と が で き る 。 し た が っ て
、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 お よ び 外 部 装 置 は 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 基 に 映 像 と 音 声 と の 処
理 を 行 う た め 、 簡 単 に リ ッ プ シ ン ク を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 Ａ Ｖ 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ す る
サ ン プ リ ン グ 手 段 を さ ら に 備 え て お り 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 サ ン プ リ ン グ 手 段 が サ ン プ
リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 前 記 外 部 装 置 に 送 信
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の Ａ Ｖ 時 計 手 段 と 音 声 時 計 手 段 と を １ つ に
ま と め る こ と が で き る の で 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の ア ー キ テ ク チ ャ を 縮 小 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 は 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成
す る 音 声 処 理 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 分 離 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 処 理 し て さ ら に 音 声 信 号 を 生 成 し て い
る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 は 、 映 像 信 号 を 生 成 す る こ と に 加 え 、 音
声 信 号 も 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 音 声 取 出 手 段 は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 前 記 受 信 手 段 が 送 信 し て か ら 、 前 記 音 声
処 理 手 段 が 前 記 音 声 信 号 を 送 信 す る ま で の 間 に 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 含 ま れ る 音 声 の 一
部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 せ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 音 声 取 出 手 段 は 、 前 記 音 声 処 理 手 段 か ら
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、 前 記 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 通 常 、 映 像 処 理 手 段 と 音 声 処 理 手 段 と は 同 じ 半 導 体 チ ッ プ の 一 部 で あ り 、 該 半 導 体 チ ッ
プ は 音 声 信 号 を 出 力 し て い る 。 こ の た め 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 取 出 手 段 が 、 音 声 処
理 手 段 が 出 力 し た 音 声 信 号 を 取 り 出 し て 音 声 ス ト リ ー ム と す る こ と が で き 、 音 声 の 取 出 し
が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 音 声 処 理 手 段 が 出 力 す る 音 声 信 号 を 遅 延
さ せ る 音 声 遅 延 手 段 を さ ら に 備 え る こ と も で き る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体
装 置 で は 、 前 記 映 像 処 理 手 段 が 出 力 す る 映 像 信 号 を 遅 延 さ せ る 映 像 遅 延 手 段 を さ ら に 備 え
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 と こ ろ で 、 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム は 、 音 声 処 理 手 段 が 処 理 し た 後 の
音 声 ス ト リ ー ム で あ り 、 こ の 音 声 ス ト リ ー ム は 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 か ら 外 部 装 置 に 伝
送 さ れ て か ら 外 部 装 置 の 音 声 処 理 手 段 で さ ら に 処 理 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め 、 映 像 音
声 処 理 本 体 装 置 か ら 出 力 さ れ る 映 像 お よ び 音 声 と 、 外 部 装 置 か ら 出 力 さ れ る 音 声 と は 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 伝 送 の 時 間 分 と 外 部 装 置 の 音 声 処 理 の 時 間 分 と に よ る ず れ が 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ こ で 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 遅 延 手 段 お よ び 映 像 遅 延 手 段 を 用 い て 映 像 音 声 処 理
本 体 装 置 か ら の 音 声 お よ び 映 像 を 遅 延 さ せ る こ と に よ り 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 か ら の 映
像 お よ び 音 声 と 外 部 装 置 か ら の 音 声 と の 同 期 を 取 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 映 像 音 声
処 理 本 体 装 置 と 外 部 装 置 と の リ ッ プ シ ン ク に 対 す る 要 求 を 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 映 像 処 理 開 始 時 刻 、
映 像 表 示 時 刻 、 音 声 処 理 開 始 時 刻 、 お よ び 音 声 表 示 時 刻 の う ち の 少 な く と も １ つ の 時 刻 の
情 報 を 含 ん で お り 、 前 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 含 ま れ る 前 記 時 刻 を 調 整 す る 時 刻 調 整 手 段 を さ
ら に 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 と こ ろ で 、 映 像 処 理 手 段 が 出 力 す る 映 像 は 非 圧 縮 の 映 像 で あ り 、 映 像 の 解 像 度 と 映 像 の
フ レ ー ム レ ー ト に よ り 、 映 像 遅 延 手 段 が 必 要 と す る メ モ リ 容 量 が 膨 大 に な る こ と も あ る 。
こ れ に 対 し 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 映 像 処 理 開 始 時 刻 ま た は 映 像 表 示 時
刻 を 調 整 し て 遅 延 さ せ る こ と に よ り 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 圧 縮 さ れ て い る ス ト リ ー ム で あ る
た め 、 映 像 遅 延 手 段 が 必 要 と す る メ モ リ 容 量 を 抑 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 小 さ い
ア ー キ テ ク チ ャ に よ り リ ッ プ シ ン ク 要 求 を 簡 単 に 満 た す こ と が で き る 。 な お 、 音 声 に つ い
て も 同 様 の こ と が い え る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の
時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ
う に 、 前 記 時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 と こ ろ で 、 デ マ ッ ク ス 手 段 、 映 像 処 理 手 段 、 お よ び 音 声 処 理 手 段 は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ の
処 理 に 含 ま れ る 。 ま た 、 デ マ ッ ク ス 手 段 に 入 力 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は ５ ０ ０ ｎ ｓ 以 内 で
同 期 し て い る 方 が 良 い と い う 要 求 が あ る 。 一 方 、 映 像 処 理 お よ び 音 声 処 理 後 の 復 号 さ れ た
Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ の 映 像 は ２ ｎ ｓ 以 内 で 同 期 し て い て 、 音 声 も 同 等 な レ ベ ル で 同 期 さ れ て
い る 。 よ っ て 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ に 入 力 さ れ た ス ト リ ー ム は ５ ０ ０ ｎ ｓ 以 内 の 同 期 か ら ２
ｎ ｓ 程 度 ま で に 小 さ く な る 。 よ っ て 、 特 に 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム が Ｐ Ｃ Ｍ や Ｓ Ｐ Ｄ Ｉ
Ｆ の 場 合 、 こ の ス ト リ ー ム は 高 い 精 度 で 同 期 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ に 対 し 、 Ａ Ｖ 時 計 手 段 と 音 声 時 計 手 段 と は ５ ０ ０ ｎ ｓ で 同 期 し て い る 。 こ の た め 、
Ａ Ｖ 時 計 手 段 と 音 声 時 計 手 段 と を 同 じ に す れ ば 、 音 声 時 計 手 段 と 、 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出
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し た 音 声 ス ト リ ー ム と の 同 期 の 精 度 も ５ ０ ０ ｎ ｓ レ ベ ル の 低 い も の に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 Ａ Ｖ 時 計 手 段 と 音 声 時 計 手 段 を 別 に す る こ と に
よ り 、 音 声 時 計 手 段 を よ り 高 い 精 度 で 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム と 同 期 さ せ る こ と が で き
る 。 ま た 、 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 音 声 時 計 手 段 を 調
整 す る こ と に よ り 、 音 声 時 計 手 段 を さ ら に 高 い 精 度 で 同 期 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 音 声 取 出 手 段 が 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 取
り 出 し た 時 に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ す る 取 出 時 サ ン プ リ ン グ 手 段 と を
さ ら に 備 え て お り 、 該 取 出 時 サ ン プ リ ン グ 手 段 は 、 サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 に 最 大 音 声 伝 送
時 間 分 を 加 算 し て ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 と し 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の
情 報 を 含 む 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 前 記 外 部 装
置 に 送 信 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 か ら の 映 像 お よ び 音 声 と 、 外 部 装 置 か ら の
音 声 と を 、 よ り 確 実 に 同 期 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 で は 、 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー
ム は 、 固 定 ビ ッ ト レ ー ト の 連 続 ビ ッ ト ス ト リ ー ム で あ り 、 か つ 同 期 を 取 る た め の 同 期 ヘ ッ
ダ を 含 ん で お り 、 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 同 期 ヘ ッ ダ を 認 識 し て 前 記 音 声 時 計 手 段 の 調 整 を
行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ （ Sony/Philips Digital Interface Format
） の よ う に Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 信 号 を 同 期 す る た め の 同 期 ヘ ッ ダ （ Preamble） が 含 ま れ て い る 場
合 、 音 声 時 計 手 段 の 同 期 を 音 声 ス ト リ ー ム （ Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ ） に 簡 単 に 合 わ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 本 体 装 置 は 、 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う と 共 に 音 声 ス ト リ ー ム を 送
信 す る 音 声 処 理 本 体 装 置 で あ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 少 な く と も 音 声 を 含 む 音
声 ス ト リ ー ム を 取 得 す る 取 得 手 段 と 、 取 得 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 対 し 音 声 処 理 を 行 っ て 音
声 信 号 を 出 力 す る 音 声 処 理 手 段 と 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム か ら 、 前 記 音 声 の 一 部 ま た は 全 部
を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す 音 声 取 出 手 段 と 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る
た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、 前 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期
す る よ う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段 と 、 前 記 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ
リ ン グ す る サ ン プ リ ン グ 手 段 と 、 該 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム と 、 前 記 サ
ン プ リ ン グ 手 段 が サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 と を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は
複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る 送 信 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 少 な く と も 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 得 し 、 取 得 し た 音 声 ス
ト リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 一 方 、 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム
を 、 送 信 手 段 が 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 し て い る 。 し た
が っ て 、 上 述 と 同 様 に 、 音 声 処 理 本 体 装 置 と 外 部 装 置 と の 構 成 や 配 置 を 柔 軟 に 変 更 で き る
。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 上 記 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 し て い る 音 声 時 計 手 段 を 用 い る こ と に よ り
、 音 声 処 理 本 体 装 置 と 外 部 装 置 と に お け る 音 声 の ず れ に 対 す る 要 求 を 満 た す こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 音 声 時 計 手 段 の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ し 、 サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 を １ ま た
は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 し て い る 。 し た が っ て 、 外 部 装 置 が 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を
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決 定 す る た め に 備 え る 音 声 時 計 手 段 は 、 上 記 の サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 を 基 に 調 整 さ れ る こ
と に よ り 、 音 声 処 理 本 体 装 置 の 音 声 時 計 手 段 に 、 よ り 正 確 に 同 期 す る こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 上 記 要 求 よ り も 精 度 の 高 い 同 期 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 な お 、 上 記 送 信 手 段 は 、 上 記 音 声 取 出 手 段 が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム と 、 上 記 サ ン プ
リ ン グ 手 段 が サ ン プ リ ン グ し た 時 刻 の 情 報 と を 、 一 体 と し て 送 信 し て も よ い し 、 別 々 に 送
信 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 端 末 装 置 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 音 声 を 含 む 音 声 ス
ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 音 声 ス ト
リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 声 処 理 手 段 と 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定
す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 と 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 音 声
時 計 手 段 を 調 整 す る 調 整 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 し 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム を
処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 一 方 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 し て い る 音 声 時 計 手 段
を 用 い て 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 し て い る 。 こ れ に よ り 、 外 部 装 置 （ 映 像 音 声
処 理 本 体 装 置 、 音 声 処 理 本 体 装 置 ） と 音 声 処 理 端 末 装 置 と に お け る 音 声 の ず れ に 対 す る 要
求 を 満 た す こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 一 般 の ネ ッ ト ワ ー ク Ａ Ｖ 機 器 が 伝
送 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 対 応 し た ネ ッ ト ワ ー ク ホ ー ム シ ア タ ー に 対 応 で き る ネ ッ ト ワ ー ク
ス ピ ー カ の 構 築 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 端 末 装 置 で は 、 前 記 受 信 手 段 は 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 対 応
す る 音 声 を 前 記 外 部 装 置 が 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 示 す 時 刻 の 情 報 を 受 信 し 、 前 記 調 整 手 段
は 、 前 記 時 刻 の 情 報 を 基 に 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 対 応 す る 音 声 を 前 記 外 部 装 置 が 出 力 す
る タ イ ミ ン グ を 示 す 時 刻 の 情 報 を 受 信 し 、 こ の 時 刻 の 情 報 を 基 に 音 声 時 計 手 段 を 調 整 し て
い る 。 こ れ に よ り 、 音 声 処 理 本 体 装 置 の 音 声 時 計 手 段 に 、 よ り 正 確 に 同 期 す る こ と が で き
る 。 そ の 結 果 、 上 記 要 求 よ り も 精 度 の 高 い 同 期 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 端 末 装 置 で は 、 前 記 受 信 手 段 は 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期
し た 時 計 調 整 用 時 刻 の 情 報 を 受 信 し 、 前 記 調 整 手 段 は 、 前 記 時 計 調 整 用 時 刻 を 基 に 前 記 音
声 時 計 手 段 を 調 整 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 し た 時 計 調 整 用 時 刻 の 情 報 を 受 信
し 、 こ の 時 計 調 整 用 時 刻 を 基 に 音 声 時 計 手 段 を 調 整 し て い る 。 こ れ に よ り 、 音 声 処 理 本 体
装 置 の 音 声 時 計 手 段 に 、 よ り 正 確 に 同 期 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 上 記 要 求 よ り も 精
度 の 高 い 同 期 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 端 末 装 置 で は 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 の 情 報
を 含 ん で お り 、 前 記 受 信 手 段 が 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 一 時 記 憶 す る ス ト リ ー ム バ ッ フ
ァ と 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 、 前 記 音 声 時 計 手 段 が 示 す 時 刻 に 比 べ
て 等 し い ま た は 遅 い 場 合 、 対 応 す る 音 声 ス ト リ ー ム の 全 部 ま た は 一 部 を 前 記 音 声 処 理 手 段
に 送 信 す る 比 較 手 段 と を さ ら に 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 基 準 に し て 音 声 ス ト リ ー ム を 音 声 処 理 手 段
に 出 力 す る こ と に よ り 、 上 述 の よ う に 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ が 要 求 す る 同 期 精 度 を 達 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】

10

20

30

40

50

(13) JP 2007-159092 A 2007.6.21



　 な お 、 上 記 構 成 の 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 と 、 該 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ
ー ク を 介 し て 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 す る 上 記 構 成 の 音 声 処 理 端 末 装 置 と を 備 え る 映 像 音 声
処 理 シ ス テ ム で あ れ ば 、 上 記 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の 制 御 方 法 は 、 映 像 お よ び 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う
映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 映 像 お よ び
音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 し 、 受 信 し た
Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し 、 取 り 出 し た
音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 の 方 法 に よ れ ば 、 映 像 お よ び 音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 受 信 し 、 受 信 し た Ａ Ｖ ス
ト リ ー ム に 含 ま れ る 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し て １ ま た は 複
数 の 外 部 装 置 に 送 信 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 方 法 を 、 例 え ば ホ ー ム シ ア タ ー な ど の 映 像 音 声 処 理 シ ス テ ム に 適
用 す る と 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 送 信 す る 一 般 の ネ ッ ト ワ ー ク Ａ Ｖ 機 器 と 直 接 的 な 相 互 接 続 性
を 有 す る と 共 に 、 従 来 よ り も 映 像 お よ び 音 声 の 伝 送 回 数 を 減 ら し て 帯 域 の 無 駄 を 抑 え る こ
と が で き る 。 ま た 、 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て １ ま た は 複
数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る の で 、 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 と 外 部 装 置 と の 構 成 や 配 置 を 柔 軟 に
変 更 で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 端 末 装 置 の 制 御 方 法 は 、 音 声 に 対 す る 処 理 を 行 う 音 声 処 理 端 末 装
置 で あ っ て 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 す る た め の 時 刻 を 示 す 音 声 時 計 手 段 を 備 え
る 音 声 処 理 端 末 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 音 声 を 含 む 音
声 ス ト リ ー ム を 、 外 部 装 置 か ら 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 受 信 す る と 、 前 記 音 声 ス ト リ ー
ム に 同 期 す る よ う に 、 前 記 音 声 時 計 手 段 を 調 整 し 、 調 整 さ れ た 前 記 音 声 時 計 手 段 が 示 す 時
刻 を 基 に 、 前 記 音 声 ス ト リ ー ム を 処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 上 記 の 方 法 に よ れ ば 、 音 声 を 含 む 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 し 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム を
処 理 し て 音 声 信 号 を 生 成 す る 一 方 、 受 信 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 同 期 し て い る 音 声 時 計 手 段
を 用 い て 、 音 声 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ を 決 定 し て い る 。 こ れ に よ り 、 外 部 装 置 （ 映 像 音 声
処 理 本 体 装 置 、 音 声 処 理 本 体 装 置 ） と 音 声 処 理 端 末 装 置 と に お け る 音 声 の ず れ に 対 す る 要
求 を 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 上 記 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 に お け る 各 手 段 を 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 制 御 プ ロ グ ラ
ム に よ り コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 音 声 処 理 端 末 装 置 に お け
る 各 手 段 を 音 声 処 理 端 末 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム に よ り コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 、 お よ び ／ ま た は 、 上 記 音 声 処 理 端
末 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 に 記 憶 さ せ る こ と に よ り 、 任
意 の コ ン ピ ュ ー タ 上 で 上 記 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム 、 お よ び ／ ま た は 、 上 記
音 声 処 理 端 末 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実 行 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 は 、 映 像 お よ び 音 声 を 含 む Ａ Ｖ ス ト
リ ー ム を 受 信 し 、 受 信 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 音 声 の 一 部 ま た は 全 部 を 含 む 音 声 ス ト リ ー
ム を 取 り 出 し て １ ま た は 複 数 の 外 部 装 置 に 送 信 す る の で 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 送 信 す る 一 般
の ネ ッ ト ワ ー ク Ａ Ｖ 機 器 と 直 接 的 な 相 互 接 続 性 を 有 す る と 共 に 、 従 来 よ り も 映 像 お よ び 音
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声 の 伝 送 回 数 を 減 ら し て 帯 域 の 無 駄 を 抑 え る 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 〔 実 施 の 形 態 １ 〕
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る と 以 下 の 通 り で あ る 。 図 １
は 、 本 実 施 形 態 の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、
Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム １ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ と ホ ー ム シ ア タ ー １ ０
と が ネ ッ ト ワ ー ク ７ １ ０ を 介 し て 通 信 可 能 に 接 続 し た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 伝 送 す る も の で あ る 。 Ａ Ｖ ス ト リ
ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ は 、 例 え ば Ａ Ｖ サ ー バ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 対 応 の Ｄ Ｖ Ｄ ・ Ｈ Ｄ Ｄ ・ Ｃ Ｄ 等
の プ レ イ ヤ ー や チ ュ ー ナ な ど で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ が 伝 送 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ７ １ ０ を 介
し て ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ で 受 信 す る 。 な お 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ が 伝 送 し た 上
記 の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ だ け で は な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ た 通 常 の
テ レ ビ 受 像 機 で も 受 信 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ （ Transport Stream） 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｐ Ｓ
（ Program Stream） 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ４ 、 Ｈ ． ３ ２ ４ 、 Ｈ ． ２ ６ ４ 、 Ｗ Ｍ Ｖ （ Windows(登 録 商 標
) Media Video） な ど 、 任 意 の Ａ Ｖ 形 式 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お 、 ネ ッ ト ワ ー ク ７ １ ０ と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 Ｌ Ａ
Ｎ 、 移 動 体 通 信 網 、 衛 星 通 信 網 等 が 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ は 、 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ と か
ら 構 成 さ れ る 。 本 体 部 １ １ ０ は 、 通 信 部 １ ２ ０ 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ 、 ス ト リ ー ム 同
期 部 １ ４ ０ 、 デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ 、 音 声 処 理 部 １ ７ ０ 、 音 声 取 出 部 １
８ ０ 、 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０ 、 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ 、 調 整 部 ２ １ ０ 、 映 像 ア ン プ ２ ４ ０ 、 お
よ び 音 声 ア ン プ ２ ７ ０ を 備 え る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま ず 、 本 体 部 １ １ ０ の 通 信 部 １ ２ ０ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ が 伝 送 し た Ａ Ｖ
ス ト リ ー ム を 、 ネ ッ ト ワ ー ク ７ １ ０ を 介 し て 受 信 し て ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ に 渡 す 。 ス
ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ は 、 入 力 さ れ た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 形 式 を 、 本 体 部 １ １ ０ の 映 像 処 理
部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と が 処 理 で き る 形 式 に 変 換 し 、 変 換 し た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を ス
ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ に 渡 す 。 例 え ば 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と が Ｍ Ｐ Ｅ
Ｇ ２ － Ｐ Ｓ 形 式 に 対 応 し て お り 、 入 力 さ れ た Ａ Ｖ ス ト リ ー ム が Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ４ 形 式 で あ っ た 場
合 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ４ 形 式 か ら Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｐ Ｓ 形 式 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 形 式 が 、 映 像 処 理 部 １ ６
０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と に お い て 処 理 可 能 な 形 式 で あ る 場 合 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ は
不 要 と な る 。 こ の 場 合 、 通 信 部 １ ２ ０ が 出 力 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １
４ ０ に 入 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ は 、 例 え ば ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ に 入 力 さ れ た Ａ Ｖ ス ト リ ー
ム が Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ 形 式 で あ っ た 場 合 の よ う に 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を Ａ Ｖ 処 理 部 （ 映 像 処
理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ ） に 渡 す 時 刻 を 表 す ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 （ Ｔ Ｓ 時 報 ） が Ａ
Ｖ ス ト リ ー ム に 含 ま れ て い る 場 合 に 用 い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 な お 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ が 行 う 処 理 は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ が Ｔ Ｓ 時 報 に つ い て 行
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う 処 理 と 同 じ で あ る 。 そ こ で 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 前 に 、 Ｍ
Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ は 、 ト ラ ン ス ポ ー ト ス ト リ ー ム 形 式 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ を イ ン タ ー ネ ッ ト 上
で 伝 送 す る た め の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 形 式 で あ る 。 図 ７ は 、 送 信 側 端 末 装 置 か ら 受 信 側 端 末 装
置 へ の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ ス ト リ ー ム の デ ー タ 転 送 の 流 れ を 示 し て い る 。 送 信 側 端 末 装 置 １
０ ７ １ は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ エ ン コ ー ダ （ 以 下 、 単 に 「 エ ン コ ー ダ 」 と 称 す る 。 ） １ ０ ６
１ 、 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １ 、 お よ び 送 信 側 通 信 部 １ ０ ８ １ を 備 え る 構 成 で あ る 。 ま た 、 受
信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ ２ は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ デ コ ー ダ （ 以 下 、 単 に 「 デ コ ー ダ 」 と 称 す る
。 ） １ ０ ６ ２ 、 受 信 側 上 位 層 １ ０ ９ ２ 、 受 信 側 通 信 部 １ ０ ８ ２ を 備 え る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を １ ８ ８ バ イ ト の パ ケ ッ ト に 分 割 し て 、 送 信 側
上 位 層 に 出 力 す る 。 こ の パ ケ ッ ト は 、 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １ と 送 信 側 通 信 部 １ ０ ８ １ と に
お い て 処 理 さ れ 、 通 信 路 ｒ を 介 し て 、 受 信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ ２ に て 受 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 一 方 、 受 信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ ２ で は 、 送 信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ １ か ら の パ ケ ッ ト を 、 受 信
側 通 信 部 １ ０ ８ ２ と 受 信 側 上 位 層 １ ０ ９ ２ と に お い て こ の 順 序 で 処 理 さ れ る 。 受 信 側 上 位
層 １ ０ ９ ２ が 出 力 す る パ ケ ッ ト は 、 エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ が 出 力 し た １ ８ ８ バ イ ト の パ ケ ッ
ト と 同 じ で あ る 。 デ コ ー ダ １ ０ ６ ２ は 、 受 信 側 上 位 層 １ ０ ９ ２ が 出 力 す る パ ケ ッ ト を 受 信
し 、 受 信 し た パ ケ ッ ト を Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 変 換 し て 出 力 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ こ で 、 映 像 が 滑 ら か に 出 力 さ れ る た め に 、 エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ が 出 力 す る パ ケ ッ ト の
間 隔 と 、 デ コ ー ダ １ ０ ６ ２ に 入 力 さ れ る パ ケ ッ ト の 間 隔 と が 同 じ で あ る と い う 条 件 を 満 た
す 必 要 が あ る 。 図 ９ は 、 こ の 条 件 を タ イ ム チ ャ ー ト で 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 エ ン コ
ー ダ １ ０ ６ １ が 出 力 す る パ ケ ッ ト １ と パ ケ ッ ト ２ と の 時 間 差 が ｔ １ で あ る 場 合 、 同 じ パ ケ
ッ ト １ と パ ケ ッ ト ２ と が デ コ ー ダ １ ０ ６ ２ に 入 力 さ れ る 時 間 差 ｔ １ ’ も ｔ １ ’ ＝ ｔ １ で な
け れ ば な ら な い 。 も し 、 ｔ １ ’ ≠ ｔ １ で あ れ ば 、 デ コ ー ダ １ ０ ６ ２ に 入 力 さ れ る パ ケ ッ ト
は 、 正 し い タ イ ミ ン グ で 入 力 さ れ な く な り 、 映 像 も 滑 ら か に 出 力 さ れ な く な る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 そ こ で 、 上 記 の 条 件 を 満 た す た め 、 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １ は 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、
エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ か ら の パ ケ ッ ト に 対 す る 最 初 の 処 理 と し て 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ の パ ケ
ッ ト ｐ （ １ ８ ８ バ イ ト ） に 、 Ｔ Ｓ 用 の 時 報 （ Ｔ Ｓ 時 報 ） を 含 ん だ ヘ ッ ダ ｈ （ ４ バ イ ト ） を
追 加 し た パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０ を 生 成 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １ と 受 信 側 上 位 層 １ ０ ９ ２ と に は 、
そ れ ぞ れ 同 期 し て い る 送 信 側 時 計 １ ０ ５ １ と 受 信 側 時 計 １ ０ ５ ２ と を 有 す る 。 そ し て 、 ヘ
ッ ダ ｈ に 含 ま れ る Ｔ Ｓ 時 報 は 、 ［ エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ か ら 入 力 さ れ た 時 刻 ］ ＋ ｄ ｅ ｌ ａ ｙ
１ （ ｄ ｅ ｌ ａ ｙ １ は 固 定 値 ） で あ る 。 こ こ で 、 エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ か ら 入 力 さ れ た 時 刻 は
、 送 信 側 時 計 １ ０ ５ １ が 示 す 時 刻 を サ ン プ リ ン グ し た も の で あ る 。 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １
が 生 成 し た パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０ は 、 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １ に て そ の 他 の 処 理 が 行 わ れ 、 送 信
側 通 信 部 １ ０ ８ １ か ら 受 信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ ２ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 一 方 、 受 信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ ２ で は 、 送 信 側 端 末 装 置 １ ０ ７ １ か ら 伝 送 さ れ る パ ケ ッ ト
が 、 受 信 側 通 信 部 ８ ２ で 受 信 さ れ 、 受 信 側 上 位 層 １ ０ ９ ２ で ま ず そ の 他 の 処 理 が 行 わ れ る
こ と に よ り 、 送 信 側 上 位 層 １ ０ ９ １ が 生 成 し た パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０ と 同 じ パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０
’ が 復 元 さ れ る 。 こ の パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０ ’ は 、 バ ッ フ ァ １ ０ ９ ６ に 一 時 記 憶 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 受 信 側 上 位 層 １ ０ ９ ２ は 、 パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０ ’ に 含 ま れ る Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ パ
ケ ッ ト ｐ を 適 切 な 時 刻 に デ コ ー ダ １ ０ ６ ２ に 出 力 す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 パ ケ
ッ ト １ ０ ５ ０ ’ に 含 ま れ る Ｔ Ｓ 時 報 を 、 ［ 受 信 側 時 計 １ ０ ５ ２ が 示 す 時 刻 ］ ＋ ｄ ｅ ｌ ａ ｙ

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-159092 A 2007.6.21



２ （ ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ２ は 固 定 値 ） と 比 較 器 １ ０ ９ ５ に て 比 較 し 、 一 致 し た 場 合 に 、 ス イ ッ チ １
０ ９ ７ を 入 れ て 、 パ ケ ッ ト １ ０ ５ ０ ’ に お け る Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト ｐ を デ コ ー ダ １
０ ６ ２ に 出 力 す る 。 以 上 の よ う に 、 Ｔ Ｓ 時 報 を Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ パ ケ ッ ト に 追 加 す る こ と
に よ り 、 エ ン コ ー ダ １ ０ ６ １ が 出 力 す る パ ケ ッ ト の 間 隔 と 、 デ コ ー ダ １ ０ ６ ２ に 入 力 さ れ
る パ ケ ッ ト の 間 隔 と を 同 じ に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 な お 、 Ｔ Ｓ 時 報 を Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ に 用 い る 事 例 と し て 、 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ と Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４
が あ る 。 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ の 場 合 、 送 信 側 時 計 １ ０ ５ １ は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ エ ン コ ー ダ 内 部 の 時 計 に 同 期
さ れ る 。 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ の 場 合 、 送 信 側 時 計 １ ０ ５ １ は Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ の 時 計 に 同 期
さ れ る 。 よ っ て 、 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ お よ び Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ の い ず れ に し て も 、 送 信 側 時 計 １ ０ ５
１ 、 受 信 側 時 計 １ ０ ５ ２ 、 お よ び Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ ス ト リ ー ム は お 互 い に 同 期 し て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 次 に 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １
４ ０ の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ は 、 ス ト リ ー ム バ
ッ フ ァ １ ４ ２ 、 調 整 部 １ ４ ５ 、 時 計 部 １ ４ ６ 、 お よ び 比 較 部 １ ４ ８ を 備 え る 構 成 で あ る 。
時 計 部 １ ４ ６ が 、 図 ７ に 示 さ れ る 受 信 側 時 計 １ ０ ５ ２ に 対 応 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま ず 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ に 格 納 さ れ る 。 こ こ で 、 時 計 部 １ ４
６ は 、 調 整 部 １ ４ ５ に よ っ て Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 同 期 さ れ る 。 な お 、 調 整 部 １ ４ ５ の 調 整 方
法 の 例 と し て は 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ の 残 量 を 参 照 し て 調 整 を 行 う 、 ス ト リ ー ム バ
ッ フ ァ １ ４ ２ の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 参 照 し て 調 整 を 行 う 、 外 部 の Ａ Ｖ
ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ が 同 期 用 情 報 を 送 信 し 、 通 信 部 １ ２ ０ が こ の 同 期 用 情 報 を 受 信
し て 調 整 を 行 う こ と な ど が 考 え ら れ る 。 ま た 、 調 整 部 １ ４ ５ に 利 用 さ れ る 回 路 例 と し て は
、 Ｐ Ｌ Ｌ （ Phase Locked Loop） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 比 較 部 １ ４ ８ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 と 時 計 部 １ ４ ６ の 時 刻 と を 比 較
し 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 時 計 部 １ ４ ６ の 時 刻 に 等 し い あ る い は 大 き い 場 合 、 Ａ Ｖ ス ト リ
ー ム を デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ に 出 力 す る 。 な お 、 こ こ で 出 力 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 ス ト
リ ー ム 出 力 時 刻 を 含 ま な い も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 な お 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら 受 信 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム が 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ
２ － Ｐ Ｓ の よ う に 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 含 ま な い 場 合 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ ま た は
通 信 部 １ ２ ０ が 出 力 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 直 接 デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ に 渡 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら 映 像 と 音 声 と を 分 離 し 、 映 像 ス ト リ ー ム と
音 声 ス ト リ ー ム と を そ れ ぞ れ 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と に 渡 す 。 映 像 処 理 部
１ ６ ０ は 、 受 け 取 っ た 映 像 ス ト リ ー ム の 復 号 を 行 い 、 復 号 し た 映 像 信 号 を 映 像 ア ン プ ２ ４
０ に 渡 す 。 映 像 ア ン プ ２ ４ ０ は 、 受 け 取 っ た 映 像 信 号 を 増 幅 し て テ レ ビ ８ １ ０ に 出 力 す る
。
【 ０ １ １ １ 】
　 一 方 、 音 声 処 理 部 １ ７ ０ は 、 受 け 取 っ た 音 声 ス ト リ ー ム の 復 号 を 行 い 、 復 号 し た 音 声 信
号 を 音 声 ア ン プ ２ ７ ０ に 渡 す 。 音 声 ア ン プ ２ ７ ０ は 、 受 け 取 っ た 音 声 信 号 を 増 幅 し て ス ピ
ー カ ８ ２ ０ に 出 力 す る 。 な お 、 デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ 、 お よ び 音 声 処 理
部 １ ７ ０ は 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ ス ト リ ー ム の 場 合 、 通 常 １ つ の 半 導 体 チ ッ プ に 含 ま れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 音 声 取 出 部 １ ８ ０ は 、 通 信 部 １ ２ ０ か ら 音 声 処 理 部 １ ７ ０ の 後 ま で の 処 理 中 に 特 定 の 部
分 か ら 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す 。 取 り 出 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム は 、 通 信 部 １ ２ ０ と ネ ッ
ト ワ ー ク ７ １ ０ と を 介 し て 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ は 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 対 し 、 調 整 部 ２
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１ ０ に よ っ て 同 期 さ れ る 。 な お 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ は 本 体 部 １ １ ０ の
音 声 時 計 部 ２ ０ ０ に 同 期 し て い る 。 ま た 、 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ の 調 整 方 法 は 後 述 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 な お 、 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム が Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ に 対 応 し て い る 場 合 、 こ の 音 声 ス ト リ ー
ム は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ の ア ダ プ テ ー シ ョ ン フ ィ ー ル ド （ Adaptation Field） や Ｐ Ｓ Ｉ （ Program 
Specific Information） テ ー ブ ル な ど を 含 ん で も 良 い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０ は 、 通 信 部 １ ２ ０ と 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ と の 間 に 設 け ら れ 、 音 声 時
計 部 ２ ０ ０ の 時 刻 （ 以 下 、 こ の 時 刻 を 「 同 期 用 時 報 」 と 称 す る 。 ） を サ ン プ リ ン グ す る 。
サ ン プ リ ン グ さ れ た 同 期 用 時 報 は 、 通 信 部 １ ２ ０ と ネ ッ ト ワ ー ク ７ １ ０ と を 介 し て 、 ス ピ
ー カ 部 ３ １ ０ に 伝 送 さ れ る 。 な お 、 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０ が サ ン プ リ ン グ し た 同 期 用 時 報
を 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ が 利 用 し な い 場 合 も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０
を 設 け る 必 要 は な く 、 上 記 同 期 用 時 報 を ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に 伝 送 す る 必 要 も な い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 図 １ の 例 で は 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ は ２ つ で あ る が 、 １ つ で も 良 い し 、 ３ つ 以 上 で
も 良 い 。 ま た 、 複 数 の ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ は 、 複 数 の ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に 別 々 の チ ャ ネ ル の
音 声 を 出 力 し て も 良 い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ は 、 通 信 部 ３ ２ ０ 、 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ 、 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ 、 デ マ ッ ク
ス 部 ３ ５ ０ 、 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ 、 お よ び 音 声 ア ン プ ４ ７ ０ を 備 え る 構 成 で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま ず 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 通 信 部 ３ ２ ０ は 、 本 体 部 １ １ ０ が 伝 送 し た 音 声 ス ト リ ー ム を
、 ネ ッ ト ワ ー ク ７ １ ０ を 介 し て 受 信 し て 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ に 渡 す 。 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ は 、
入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム の 形 式 を 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ が 処 理 で き る
形 式 に 変 換 し 、 変 換 し た 音 声 ス ト リ ー ム を 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ に 渡 す 。 例 え ば 、 音 声 処 理 部
３ ７ ０ が Ａ Ａ Ｃ 形 式 に 対 応 し て お り 、 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム が Ｄ Ｔ Ｓ 形 式 で あ っ た 場
合 、 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ は Ｄ Ｔ Ｓ 形 式 か ら Ａ Ａ Ｃ 形 式 に 変 換 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 な お 、 本 体 部 １ １ ０ か ら の 音 声 ス ト リ ー ム の 形 式 が 、 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ と に お い て 処 理
可 能 な 形 式 で あ る 場 合 、 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ は 不 要 と な る 。 こ の 場 合 、 通 信 部 ３ ２ ０ が 出 力
す る 音 声 ス ト リ ー ム は 、 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ に 入 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ は 、 例 え ば 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム が Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ
２ － Ｔ Ｓ 形 式 で あ っ た 場 合 の よ う に 、 音 声 ス ト リ ー ム を 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ に 渡 す 時 刻 を 表
す ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 （ Ｔ Ｓ 時 報 ） が 音 声 ス ト リ ー ム に 含 ま れ て い る 場 合 に 用 い る 。 な お
、 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ が 行 う 処 理 は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ が Ｔ Ｓ 時 報 に つ い て 行 う 上 述 の 処 理
と 同 じ で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 音 声 同 期 部 ３ ４ ０
は 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ 、 調 整 部 ３ ４ ５ 、 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ 、 お よ び 比 較 部 ３ ４ ８
を 備 え る 構 成 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま ず 、 音 声 ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ に 格 納 さ れ る 。 こ こ で 、 音 声 時 計 部
３ ４ ６ は 、 調 整 部 ３ ４ ５ に よ っ て 音 声 ス ト リ ー ム 、 つ ま り 本 体 部 １ １ ０ の 時 計 部 １ ４ ６ に
同 期 さ れ る 。 な お 、 調 整 部 ３ ４ ５ の 調 整 方 法 の 例 と し て は 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ の
残 量 を 参 照 し て 調 整 を 行 う 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ の 音 声 ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出
力 時 刻 を 参 照 し て 調 整 を 行 う 、 本 体 部 １ １ ０ が 送 信 し た 同 期 用 時 報 の 時 刻 情 報 を 用 い て 調
整 を 行 う こ と な ど が 考 え ら れ る 。 ま た 、 調 整 部 ３ ４ ５ に 利 用 さ れ る 回 路 例 と し て は 、 Ｐ Ｌ
Ｌ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
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　 比 較 部 ３ ４ ８ は 、 音 声 ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 と 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ の 時 刻 と を
比 較 し 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ の 時 刻 に 等 し い あ る い は 大 き い 場 合 、 音
声 ス ト リ ー ム を デ マ ッ ク ス 部 ３ ５ ０ に 出 力 す る 。 な お 、 こ こ で 出 力 さ れ る 音 声 ス ト リ ー ム
は 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 含 ま な い も の で も 良 い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 な お 、 本 体 部 １ １ ０ か ら 受 信 す る 音 声 ス ト リ ー ム が 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｐ Ｓ の よ う に
、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 を 含 ま な い 場 合 、 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ ま た は 通 信 部 ３ ２ ０ が 出 力 す る
音 声 ス ト リ ー ム は 、 直 接 デ マ ッ ク ス 部 ３ ５ ０ に 渡 し て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 デ マ ッ ク ス 部 ３ ５ ０ は 、 音 声 ス ト リ ー ム を 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ に 渡 す 。 デ マ ッ ク ス 部 ３ ５
０ は 通 常 不 要 で あ る が 、 例 え ば 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ に 通 常 の 映 像 処 理 も 行 え る Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ の
半 導 体 チ ッ プ な ど 用 い た 場 合 、 デ マ ッ ク ス 部 ３ ５ ０ が 含 ま れ て い る 場 合 が あ る 。 音 声 処 理
部 ３ ７ ０ は 、 受 け 取 っ た 音 声 ス ト リ ー ム の 復 号 を 行 い 、 復 号 し た 音 声 信 号 を 音 声 ア ン プ ４
７ ０ に 渡 す 。 音 声 ア ン プ ４ ７ ０ は 、 受 け 取 っ た 音 声 信 号 を 増 幅 し て ス ピ ー カ ８ ３ ０ に 出 力
す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０ が サ ン プ リ ン グ し た 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ の 時 刻 は 、 本 体 部 １
１ ０ か ら ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に マ ル チ キ ャ ス ト ま た は ブ ロ ー ド キ ャ ス ト で 伝 送 さ れ て も 良 い
。 上 記 時 刻 を マ ル チ キ ャ ス ト あ る い は ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る こ と に よ り 、 帯 域 を 効 率 よ く
利 用 で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 同 様 に 、 音 声 ス ト リ ー ム は 、 本 体 部 １ １ ０ か ら ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に マ ル チ キ ャ ス ト ま た
は ブ ロ ー ド キ ャ ス ト で ス ト リ ー ム 伝 送 さ れ て も 良 い 。 音 声 ス ト リ ー ム を マ ル チ キ ャ ス ト あ
る い は ブ ロ ー ド キ ャ ス ト す る こ と に よ り 、 帯 域 を 効 率 よ く 利 用 で き る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 ま た 、 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０ が サ ン プ リ ン グ し た 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ の 時 刻 は 、 本 体 部 １
１ ０ か ら ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に ユ ニ キ ャ ス ト で 伝 送 さ れ て も 良 い 。 サ ン プ リ ン グ さ れ た 時 刻
を 再 送 可 能 な ユ ニ キ ャ ス ト で 伝 送 す る こ と に よ り 、 伝 送 を よ り 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 同 様 に 、 音 声 ス ト リ ー ム は 、 本 体 部 １ １ ０ か ら ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に ユ ニ キ ャ ス ト で 伝 送
さ れ て も 良 い 。 音 声 ス ト リ ー ム を 再 送 可 能 な ユ ニ キ ャ ス ト で 伝 送 す る こ と に よ り 、 伝 送 を
よ り 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 体 部 １ １ ０ お よ び ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ は 、 受 信 す る ス ト リ ー ム が 例 え ば 著 作 権 保
護 さ れ て い る 場 合 、 暗 号 化 の 解 読 を 行 う 暗 号 化 処 理 部 を 含 ん で も 良 い 。 こ の 場 合 、 暗 号 化
処 理 部 は 映 像 処 理 部 １ ６ ０ お よ び 音 声 処 理 部 １ ７ ０ ・ ３ ７ ０ の 上 流 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま た 、 本 体 部 １ １ ０ は 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に 伝 送 す る 音 声 ス ト リ ー ム に 対 し 著 作 権 保 護
の た め に 暗 号 化 処 理 を 行 う 暗 号 化 処 理 部 を 含 ん で も 良 い 。 こ の 場 合 、 暗 号 化 処 理 部 は 音 声
取 出 部 １ ８ ０ の 下 流 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ 、 本 体 部 １ １ ０ 、 お よ び ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に お け
る 通 信 手 段 は 、 例 え ば Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ 系 の 無 線 Ｌ Ａ Ｎ （ Ｗ Ｌ Ａ Ｎ ） に 対 応 し て も よ
い 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を Ｗ Ｌ Ａ Ｎ に す る こ と に よ り 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と ネ ッ ト ワ ー ク
ス ピ ー カ と の 間 に 配 線 を 使 う 必 要 が な く な り 、 よ り 簡 単 に ホ ー ム シ ア タ ー を 設 定 す る こ と
が で き 、 配 線 状 況 が 簡 素 化 さ れ る 。 ま た 、 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ で ５ Ｇ Ｈ ｚ 帯 域 を 用 い る と 、 赤 外 線 や
２ ． ４ Ｇ Ｈ ｚ で 発 生 す る 問 題 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ま た 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ 、 本 体 部 １ １ ０ 、 お よ び ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に お け
る 通 信 手 段 は 、 例 え ば Ｐ Ｌ Ｃ （ 電 力 線 搬 送 通 信 ） に 対 応 し て も よ い 。 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を
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Ｐ Ｌ Ｃ に す る こ と に よ り 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 と ネ ッ ト ワ ー ク ス ピ ー カ と の 間 に 既 存 の 電
力 線 を 使 う こ と が で き 、 よ り 簡 単 に ホ ー ム シ ア タ ー を 設 定 す る こ と が で き 、 配 線 状 況 が 簡
素 化 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ２ 〕
　 次 に 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し つ つ 以 下 に 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
で は 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ は 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ に 入 力 さ れ る 前 の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か
ら 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 例 え ば
Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ の よ う に 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を Ａ Ｖ 処 理 部 （ 映 像 処 理 部 １ ６ ０ お よ び 音 声
処 理 部 １ ７ ０ ） に 渡 す 時 刻 を 示 す ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 （ Ｔ Ｓ 時 報 ） が Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 含
ま れ て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ
ー カ 部 ３ １ ０ と に 伝 送 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 流 れ を 時 系 列 的 に 示 し て い る 。 図 示 に お い
て 、 横 軸 が 時 間 軸 で あ り 、 ス ト リ ー ム の 移 動 方 向 を 表 し て い る 。 ま た 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の
映 像 と 音 声 と は 、 そ れ ぞ れ 図 示 の 黒 い 箱 と 白 い 箱 と で 表 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 の 構 成 で
は 、 図 １ に 示 さ れ る 構 成 に 比 べ て 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ と 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ と が 省 略
さ れ て い る が 、 必 要 に 応 じ て 設 け て も 良 い 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ま ず 、 本 体 部 １ １ ０ に お い て 、 時 計 部 １ ４ ６ （ 図 ２ 参 照 ） と 音 声 時 計
部 ２ ０ ０ と は 同 じ と す る 。 こ の 場 合 、 調 整 部 １ ４ ５ と 調 整 部 ２ １ ０ も 同 じ で あ る 。 ま た 、
本 体 部 １ １ ０ の 時 計 部 １ ４ ６ と ス ピ ー カ 部 ３ ３ ０ の 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ （ 図 ３ 参 照 ） と は 同
期 が と れ て い る と す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら 伝 送 さ れ 、 本 体 部 １ １ ０ の 通 信
部 １ ２ ０ で 受 信 さ れ る 。 通 信 部 １ ２ ０ が 処 理 し た 後 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 ス ト リ ー ム 同 期
部 １ ４ ０ 内 部 の ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ に 渡 さ れ 、 か つ 音 声 取 出 部 １ ８ ０ に よ り 音 声 ス
ト リ ー ム が 取 り 出 さ れ る 。 図 ４ の 例 で は 、 音 声 ス ト リ ー ム ａ ７ が 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １
４ ２ に 入 力 さ れ よ う と し て い る と 共 に 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ に て 取 り 出 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム は 、 通 信 部 １ ２ ０ が ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に
伝 送 す る 。 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 通 信 部 ３ ２ ０ は 、 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 し て ス ト リ ー ム バ
ッ フ ァ ３ ４ ２ に 渡 す 。 な お 、 本 体 部 １ １ ０ の 通 信 部 １ ２ ０ か ら ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 通 信 部
３ ２ ０ ま で の 間 に は 複 数 の 音 声 ス ト リ ー ム が 存 在 す る 。 図 ４ の 例 で は 、 音 声 ス ト リ ー ム ａ
４ ～ ａ ７ が 存 在 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 し た が っ て 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 ス ト リ ー ム は 、 本 体 部 １ １ ０ の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に
お け る 音 声 ス ト リ ー ム に 比 べ て 遅 延 す る こ と に な る 。 こ の 遅 延 を 吸 収 す る こ と が ス ト リ ー
ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ の 一 機 能 で あ る 。 な お 、 こ の 遅 延 は 、 例 え ば 、 本 体 部 １ １ ０ か ら ス ピ ー
カ 部 ３ １ ０ に 音 声 ス ト リ ー ム を 転 送 す る こ と に よ る 。 よ っ て 、 本 体 部 １ １ ０ の ス ト リ ー ム
バ ッ フ ァ １ ４ ２ は 、 上 記 転 送 が 終 わ る ま で 、 対 応 す る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム を 保 存 し て お く 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 次 に 、 本 体 部 １ １ ０ で は 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出
力 時 刻 と 、 時 計 部 １ ４ ６ の 時 刻 と が 、 比 較 部 １ ４ ８ で 比 較 さ れ る 。 同 時 に 、 ス ピ ー カ 部 ３
１ ０ で は 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ の 音 声 ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 と 、 時 計 部
３ ４ ６ の 時 刻 と が 、 比 較 部 ３ ４ ８ で 比 較 さ れ る 。 両 方 の 時 計 部 １ ４ ６ ・ ３ ４ ６ は 同 期 し て
い る た め 、 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ と の 両 方 の 音 声 ス ト リ ー ム は 、 そ れ ぞ れ 同 時
に ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ ・ ３ ４ ２ か ら デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ ・ ３ ５ ０ に 渡 さ れ る 。 図 ４
の 例 で は 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ ・ ３ ４ ２ か ら デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ ・ ３ ５ ０ に 渡 さ れ
る 音 声 ス ト リ ー ム は 、 音 声 ス ト リ ー ム ａ １ で あ る 。
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【 ０ １ ４ １ 】
　 本 体 部 １ １ ０ で は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ を 介 し て 映 像 処 理 部 １ ６ ０
と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と に 渡 さ れ る 。 一 方 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ で は 、 音 声 ス ト リ ー ム は 、 デ
マ ッ ク ス 部 ３ ５ ０ を 介 し て 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ に 渡 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ と で は 、 対 応 す る ス ト リ ー ム は 同 時 に
音 声 処 理 が 行 わ れ る た め 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ に 入 力 さ れ る 前 の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム か ら
音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す だ け で 簡 単 に リ ッ プ シ ン ク を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 な お 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ で は 、 例 え ば デ マ ッ ク ス 部 ３ ５ ０ を 用 い な い な ど の 理 由 か ら 、
ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 比 較 部 ３ ４ ８ と 本 体 部 １ １ ０ の 比 較 部 １ ４ ８ と の 処 理 以 降 で 多 少 固 定
の 遅 延 が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。 こ の 場 合 、 本 体 部 １ １ ０ の 比 較 部 １ ４ ８ と ス ピ ー カ 部 ３ １
０ の 比 較 部 ３ ４ ８ と の 何 れ か の 入 力 （ 時 計 部 の 時 刻 、 ま た は ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 ） に 対 応
す る オ フ セ ッ ト 値 を 加 算 す れ ば 良 い 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ な ど の ス ト リ ー ム に 対 応 し た 事 例 で あ る が 、
本 実 施 形 態 の 手 法 を 用 い て Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｐ Ｓ な ど に 対 応 す る た め に は 、 図 １ の よ う に ス ト
リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ を 用 い れ ば 良 い 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ３ 〕
　 次 に 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ５ を 参 照 し つ つ 以 下 に 説 明 す る 。 本 実
施 形 態 の ホ ー ム シ ア タ ー は 、 図 ４ に 示 さ れ る ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ に 比 べ て 、 音 声 取 出 部 １
８ ０ が 音 声 処 理 部 １ ７ ０ か ら 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し 、 か つ 映 像 処 理 部 １ ６ ０ が 出 力 し
た 映 像 を 遅 延 さ せ る 点 が 異 な り 、 そ の 他 の 構 成 は 同 様 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形 態 で 説 明
し た 構 成 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ
ー カ 部 ３ １ ０ と に 伝 送 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 流 れ を 時 系 列 的 に 示 し て い る 。 図 示 に お い
て 、 横 軸 が 時 間 軸 で あ り 、 ス ト リ ー ム の 移 動 方 向 を 表 し て い る 。 ま た 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の
映 像 と 音 声 と は 、 そ れ ぞ れ 図 示 の 黒 い 箱 と 白 い 箱 と で 表 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 の 構 成 で
は 、 図 １ に 示 さ れ る 構 成 に 比 べ て 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ と 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ と が 省 略
さ れ て い る が 、 必 要 に 応 じ て 設 け て も 良 い 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 さ れ る 構 成 に 比 べ て 、 映 像 遅 延 部 ２ ２ ０ と 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０
と が 追 加 さ れ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と は
、 任 意 の Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 形 式 に 対 応 で き る 。 但 し 、 例 え ば Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ 形 式 の Ａ Ｖ ス
ト リ ー ム の よ う に 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 （ Ｔ Ｓ 時 報 ） が Ａ Ｖ ス ト リ ー ム に 含 ま れ て い る 場
合 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ を 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と の 上 流 側 に 設 け る
必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ の 時 計 部 １ ４ ６ と 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ と は
別 々 に 設 け る 方 が 望 ま し い 。 そ の 理 由 は 、 音 声 処 理 部 １ ７ ０ で は 入 力 さ れ た Ａ Ｖ ス ト リ ー
ム の 同 期 精 度 を さ ら に 向 上 さ せ て 音 声 ス ト リ ー ム を 出 力 す る た め で あ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 よ っ て 、 取 り 出 し た 音 声 ス ト リ ー ム に 基 づ い て 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ の 時 刻 を 作 成 す る 方 が
よ り 高 い 精 度 に な る 。 こ の た め 、 調 整 部 ２ １ ０ は 、 音 声 ス ト リ ー ム を 基 に 音 声 時 計 部 ２ ０
０ の 調 整 を 行 う 。 こ れ は 、 例 え ば 音 声 ス ト リ ー ム が Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 形 式 で あ る 場 合 、 Ｓ ／ Ｐ
Ｄ Ｉ Ｆ の デ ー タ に は 特 定 の 固 定 長 の 同 期 ヘ ッ ダ （ Preamble） が 付 随 す る の で 、 こ の 同 期 ヘ
ッ ダ を 認 識 す る こ と に よ り 音 声 時 計 部 ２ ０ ０ の 微 調 整 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 本 体 部
１ １ ０ の 時 計 部 ２ ０ ０ と ス ピ ー カ 部 ３ ３ ０ の 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ と は 同 期 が と れ て い る と す
る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
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　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら 伝 送 さ れ 、 本 体 部 １ １ ０ の 通 信
部 １ ２ ０ で 受 信 さ れ 、 前 述 の 処 理 を 行 っ た 後 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と か
ら 映 像 と 音 声 と が そ れ ぞ れ 映 像 遅 延 部 ２ ２ ０ と 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ と に 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 こ の と き 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ は 、 音 声 処 理 部 １ ６ ０ の 処 理 結 果 、 ま た は 途 中 結 果 の 音 声
ス ト リ ー ム を 取 り 出 す 。 処 理 結 果 の 例 と し て 、 完 全 に 復 号 さ れ た Ｐ Ｃ Ｍ （ Pulse Code Mod
ulation） 信 号 が 挙 げ ら れ 、 途 中 結 果 の 例 と し て は 、 圧 縮 さ れ た Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 信 号 が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 圧 縮 さ れ た Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 信 号 を 出 力 す る た め に は 、 そ れ ほ ど 時 間 を 必 要 と し な い た め 、
対 応 す る Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 よ り 早 く 出 力 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 例 え ば 図 ５ の 音 声 遅 延 部
２ ３ ０ に 出 力 さ れ る 音 声 信 号 が Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 で あ り 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 取 り 出 す 信 号 が 圧
縮 さ れ た Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 信 号 で あ る 場 合 、 Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 が 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ に 出 力 さ れ た 時 、
対 応 す る 圧 縮 さ れ た Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 信 号 は す で に 取 り 出 さ れ て 通 信 部 １ ２ ０ で 処 理 さ れ て い
る （ 図 ５ の 符 号 ｂ ２ ） 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 一 方 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 取 り 出 す 信 号 が Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 で あ る 場 合 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が
Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 を 取 り 出 す 時 刻 と 、 音 声 処 理 部 １ ７ ０ が Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 を 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ に 出 力
す る 時 刻 と が 同 じ と な る 。 な お 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 取 り 出 す 信 号 が Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 以 外 の 音
声 信 号 で あ る 場 合 で も 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 上 記 音 声 信 号 を 取 り 出 す 時 刻 と 、 音 声 処 理 部
１ ７ ０ が Ｐ Ｃ Ｍ 信 号 を 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ に 出 力 す る 時 刻 と が 同 じ と が 同 じ で あ れ ば 同 様 で
あ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 す と 、 サ ン プ リ ン グ 部 １ ９ ０ は 音 声 時 計 部
２ ０ ０ の 時 刻 を サ ン プ リ ン グ し 、 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ １ を 加 算 し て 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻
と し て 音 声 ス ト リ ー ム に 追 加 す る 。 こ こ で 、 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ １ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ
う に 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し た 時 刻 か ら 、 該 音 声 ス ト リ ー ム に 対
す る 音 声 処 理 を ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ が 開 始 す る 時 刻 ま で の 期 間 で あ る 。
す な わ ち 、 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ １ は 、 音 声 ス ト リ ー ム が 本 体 部 １ １ ０ か ら ス ピ ー カ 部 ３ １
０ に 送 信 さ れ る ま で 、 再 送 の 時 間 な ど を 考 慮 し た 十 分 な 時 間 に 相 当 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 よ っ て 、 取 り 出 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム に は 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 追 加 さ れ て 通 信 部 １
２ ０ に 渡 さ れ る 。 通 信 部 １ ２ ０ は 、 こ の 音 声 ス ト リ ー ム を ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ に 伝 送 し 、 ス
ピ ー カ 部 ３ １ ０ は 、 通 信 部 ３ ２ ０ で 音 声 ス ト リ ー ム を 受 信 し て ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２
に 渡 す 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 次 に 、 比 較 部 ３ ４ ８ は 、 音 声 時 計 部 ３ ４ ６ の 時 刻 と 、 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ ３ ４ ２ に 一 時
記 憶 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム の ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 と を 比 較 し 、 ス ト リ ー ム 出 力 時 刻 が 音 声
時 計 部 ３ ４ ６ の 時 刻 に 等 し い あ る い は 大 き い 場 合 、 音 声 ス ト リ ー ム は 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ に
出 力 さ れ る 。 な お 、 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ に 出 力 さ れ る 音 声 ス ト リ ー ム は ス ト リ ー ム 出 力 時 刻
を 含 む 必 要 は な い 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 一 方 、 映 像 遅 延 部 ２ ２ ０ と 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ と は 、 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ２ の 遅 延 を 行 う
。 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ２ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 音 声 が 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ に 入 力 さ れ
た 時 刻 か ら 、 対 応 す る 音 声 が ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ か ら 出 力 さ れ る ま で の
期 間 で あ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し た 時 刻 か ら 所 定 時 間 ｄ ｅ
ｌ ａ ｙ １ 経 過 後 に 、 上 記 音 声 ス ト リ ー ム の 処 理 を ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ が
開 始 す る 一 方 、 本 体 部 １ １ ０ で は 、 対 応 す る 音 声 ス ト リ ー ム を 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ２ 分 遅
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延 さ せ る こ と に よ り 、 リ ッ プ シ ン ク を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 は 、 簡 単 に 実 装 で き る が 、 特 に 映 像 の 解 像 度 が 小 さ い 場 合 に 適 し て い
る 。 解 像 度 が 大 き い 場 合 、 映 像 遅 延 部 ２ ２ ０ に 格 納 す る 映 像 は 非 圧 縮 の 映 像 の た め 、 大 容
量 の メ モ リ が 必 要 と な る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 ま た 、 音 声 処 理 部 １ ７ ０ が 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ に 出 力 す る 信 号 が 、 圧 縮 さ れ た Ｓ ／ Ｐ Ｄ Ｉ
Ｆ 信 号 で あ る 場 合 も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ の 出 力 側 に 、 圧 縮 さ れ た Ｓ
／ Ｐ Ｄ Ｉ Ｆ 信 号 を デ コ ー ド す る 第 ２ の 音 声 処 理 部 が 必 要 に な る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 音 声 遅
延 部 ２ ３ ０ で 音 声 ス ト リ ー ム を 遅 延 す る 遅 延 量 を 、 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ３ と す れ ば よ い 。
こ こ で 、 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ３ は 、 本 体 部 １ １ ０ の 上 記 第 ２ の 音 声 処 理 部 が 音 声 を 出 力 す
る 時 刻 を 、 対 応 す る 音 声 を ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ の 音 声 処 理 部 ３ ７ ０ が 出 力 す る 時 刻 と 同 じ に
な る よ う に 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ４ 〕
　 次 に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ６ を 参 照 し つ つ 以 下 に 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
の ホ ー ム シ ア タ ー は 、 図 ５ に 示 さ れ る ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ に 比 べ て 、 音 声 取 出 部 １ ８ ０ が
音 声 処 理 部 １ ７ ０ か ら 音 声 ス ト リ ー ム を 取 り 出 し 、 か つ 映 像 処 理 部 １ ６ ０ に 入 力 す る 前 の
圧 縮 さ れ た 映 像 を 遅 延 さ せ る 点 が 異 な り 、 そ の 他 の 構 成 は 同 様 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 形
態 で 説 明 し た 構 成 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 ６ １ ０ か ら 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ
ー カ 部 ３ １ ０ と に 伝 送 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 流 れ を 時 系 列 的 に 示 し て い る 。 図 示 に お い
て 、 横 軸 が 時 間 軸 で あ り 、 ス ト リ ー ム の 移 動 方 向 を 表 し て い る 。 ま た 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の
映 像 と 音 声 と は 、 そ れ ぞ れ 図 示 の 黒 い 箱 と 白 い 箱 と で 表 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 の 構 成 で
は 、 図 １ に 示 さ れ る 構 成 に 比 べ て 、 ス ト リ ー ム 変 換 部 １ ３ ０ と 音 声 変 換 部 ３ ３ ０ と が 省 略
さ れ て い る が 、 必 要 に 応 じ て 設 け て も 良 い 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 本 体 部 １ １ ０ は 、 図 ５ に 示 さ れ る 本 体 部 １ １ ０ と 比 べ て 、 映 像 遅 延 部 ２ ２
０ が 省 略 さ れ て い る 点 と 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と の 上 流 側 に 、 時 刻 調 整
部 １ ３ ５ 、 映 像 バ ッ フ ァ １ ３ ６ 、 お よ び 音 声 バ ッ フ ァ １ ３ ７ が 設 け ら れ て い る 点 が 異 な り
、 そ の 他 の 構 成 は 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 ま ず 、 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム は 、 映 像 処 理 開 始 時 刻 ま た は 映 像 表 示 時 刻 と 、 音 声 処 理 開 始 時 刻
ま た は 音 声 表 示 時 刻 と を 含 む と す る 。 映 像 処 理 開 始 時 刻 と 音 声 処 理 開 始 時 刻 と は 、 映 像 処
理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と で そ れ ぞ れ 映 像 ス ト リ ー ム と 音 声 ス ト リ ー ム と の 処 理 を
開 始 す る 時 刻 で あ る 。 こ れ ら は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ の 映 像 と 音 声 の Ｄ Ｔ Ｓ （ Decoding Time Stam
p） に 対 応 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 一 方 、 映 像 表 示 時 刻 と 音 声 表 示 時 刻 と は 、 対 応 す る 映 像 と 音 声 と の 処 理 を 映 像 処 理 部 １
６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と が 完 了 し た 後 、 そ れ ぞ れ が 映 像 と 音 声 と を 出 力 す る 時 刻 で あ る
。 こ れ ら は Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ の 映 像 と 音 声 と の Ｐ Ｔ Ｓ （ Presentation Time Stamp） に 対 応 す る
。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 こ こ で 、 映 像 処 理 開 始 時 刻 と 映 像 表 示 時 刻 と を 時 刻 調 整 部 １ ３ ５ が 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ
２ 分 調 整 す る こ と に よ り 、 映 像 ス ト リ ー ム の 処 理 を 所 定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ２ 分 遅 延 さ せ る こ
と が で き る 。 遅 延 さ せ る た め の 映 像 バ ッ フ ァ １ ３ ６ は 、 圧 縮 さ れ た 映 像 を 格 納 す る た め 、
比 較 的 小 さ い メ モ リ 容 量 で 映 像 を 遅 延 さ せ て リ ッ プ シ ン ク を 達 成 す る こ と が で き る 。 な お
、 時 刻 調 整 部 １ ３ ５ の 下 流 側 に は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 音 声 バ ッ フ ァ １ ３ ７ を 設 け て
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も 良 い 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 な お 、 時 刻 調 整 部 １ ３ ５ は 、 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と の 上 流 側 に 設 け れ
ば 良 い 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 ま た 、 映 像 バ ッ フ ァ １ ３ ６ と 音 声 バ ッ フ ァ １ ３ ７ と は 、 例 え ば 別 途 用 意 し た バ ッ フ ァ 、
あ る い は ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ １ ４ ２ を 利 用 し て も 良 い 。 あ る い は 、 通 常 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ な ど
の 半 導 体 チ ッ プ で は 、 デ マ ッ ク ス 部 １ ５ ０ と 映 像 処 理 部 １ ６ ０ と 音 声 処 理 部 １ ７ ０ と の 間
に バ ッ フ ァ が 存 在 す る 場 合 が あ り 、 こ の バ ッ フ ァ を 映 像 バ ッ フ ァ １ ３ ６ と 音 声 バ ッ フ ァ １
３ ７ と し て 利 用 し て も 良 い 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 な お 、 通 常 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ な ど の 半 導 体 チ ッ プ で は 、 音 声 処 理 部 １ ７ ０ の 下 流 側 に 音 声 表
示 時 刻 に 合 わ せ て 音 声 を 出 力 す る た め の バ ッ フ ァ が 存 在 す る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 上 記
バ ッ フ ァ を 音 声 遅 延 部 ２ ３ ０ と し て 利 用 し て も 良 い 。 但 し 、 こ の 場 合 、 音 声 表 示 時 刻 を 所
定 時 間 ｄ ｅ ｌ ａ ｙ ２ 分 、 時 刻 調 整 部 １ ３ ５ で 調 整 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 本 発 明 は 上 述 し た 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 請 求 項 に 示 し た 範 囲 で 種 々 の
変 更 が 可 能 で あ り 、 異 な る 実 施 形 態 に そ れ ぞ れ 開 示 さ れ た 技 術 的 手 段 を 適 宜 組 み 合 わ せ て
得 ら れ る 実 施 形 態 に つ い て も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 例 え ば 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 部 １ １ ０ を テ レ ビ ８ １ ０ に 内 蔵 し て 構 成 し て も 良 い 。 こ の
場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ て い な い ス ピ ー カ ８ ２ ０ は 、 テ レ ビ ８ １ ０ に 内 蔵 し て も 良 い し
、 テ レ ビ ８ １ ０ の 外 付 け 装 置 と し て テ レ ビ ８ １ ０ と セ ッ ト の 製 品 と し て 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ま た 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 部 １ １ ０ と テ レ ビ ８ １ ０ と を セ ッ ト の 製 品 と し て 構 成 し て も
良 い 。 こ の 場 合 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ て い な い ス ピ ー カ ８ ２ ０ は 、 テ レ ビ ８ １ ０ に 内 蔵 し
て も 良 い し 、 テ レ ビ ８ １ ０ の 外 付 け 装 置 と し て テ レ ビ ８ １ ０ と セ ッ ト の 製 品 と し て 構 成 し
て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ホ ー ム シ ア タ ー 本 体 部 １ １ ０ と ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ と を 、 ホ ー
ム シ ア タ ー １ ０ と い う セ ッ ト の 製 品 と し て 構 成 し て い る が 、 そ れ ぞ れ 別 々 の 製 品 と し て 構
成 し て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 ま た 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ と ス ピ ー カ ８ ３ ０ と を １ つ の 筐 体 に 内 蔵 し て 構 成 し て も 良 い 。
ま た 、 複 数 の ス ピ ー カ ８ ３ ０ が 存 在 す る 場 合 、 複 数 の ス ピ ー カ ８ ３ ０ の 何 れ か １ つ を 上 記
筐 体 と し て も 良 い し 、 各 ス ピ ー カ ８ ３ ０ を 上 記 筐 体 と し て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ま た 、 ス ピ ー カ 部 ３ １ ０ と ス ピ ー カ ８ ３ ０ と を セ ッ ト の 製 品 と し て 構 成 し て も 良 い 。 こ
の 場 合 、 ス ピ ー カ ８ ３ ０ は １ 個 で あ っ て も 良 い し 、 複 数 個 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 最 後 に 、 ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ の 各 ブ ロ ッ ク 、 特 に ス ト リ ー ム 同 期 部 １ ４ ０ 、 音 声 取 出 部
１ ８ ０ 、 お よ び 音 声 同 期 部 ３ ４ ０ は 、 ハ ー ド ウ ェ ア ロ ジ ッ ク に よ っ て 構 成 し て も よ い し 、
次 の よ う に Ｃ Ｐ Ｕ を 用 い て ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 実 現 し て も よ い 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 す な わ ち 、 ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ は 、 各 機 能 を 実 現 す る 制 御 プ ロ グ ラ ム の 命 令 を 実 行 す る
Ｃ Ｐ Ｕ （ central processing unit） 、 上 記 プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た Ｒ Ｏ Ｍ （ read only mem
ory） 、 上 記 プ ロ グ ラ ム を 展 開 す る Ｒ Ａ Ｍ （ random access memory） 、 上 記 プ ロ グ ラ ム お
よ び 各 種 デ ー タ を 格 納 す る メ モ リ 等 の 記 憶 装 置 （ 記 録 媒 体 ） な ど を 備 え て い る 。 そ し て 、
本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア で あ る ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ の 制 御
プ ロ グ ラ ム の プ ロ グ ラ ム コ ー ド （ 実 行 形 式 プ ロ グ ラ ム 、 中 間 コ ー ド プ ロ グ ラ ム 、 ソ ー ス プ
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ロ グ ラ ム ） を コ ン ピ ュ ー タ で 読 み 取 り 可 能 に 記 録 し た 記 録 媒 体 を 、 上 記 ホ ー ム シ ア タ ー １
０ に 供 給 し 、 そ の コ ン ピ ュ ー タ （ ま た は Ｃ Ｐ Ｕ や Ｍ Ｐ Ｕ ） が 記 録 媒 体 に 記 録 さ れ て い る プ
ロ グ ラ ム コ ー ド を 読 み 出 し 実 行 す る こ と に よ っ て も 、 達 成 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 上 記 記 録 媒 体 と し て は 、 例 え ば 、 磁 気 テ ー プ や カ セ ッ ト テ ー プ 等 の テ ー プ 系 、 フ ロ ッ ピ
ー （ 登 録 商 標 ） デ ィ ス ク ／ ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 磁 気 デ ィ ス ク や Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ／ Ｍ Ｏ ／ Ｍ Ｄ
／ Ｄ Ｖ Ｄ ／ Ｃ Ｄ － Ｒ 等 の 光 デ ィ ス ク を 含 む デ ィ ス ク 系 、 Ｉ Ｃ カ ー ド （ メ モ リ カ ー ド を 含 む
） ／ 光 カ ー ド 等 の カ ー ド 系 、 あ る い は マ ス ク Ｒ Ｏ Ｍ ／ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ／ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ／ フ ラ ッ
シ ュ Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 半 導 体 メ モ リ 系 な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 ま た 、 ホ ー ム シ ア タ ー １ ０ を 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と 接 続 可 能 に 構 成 し 、 上 記 プ ロ グ ラ ム コ
ー ド を 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 供 給 し て も よ い 。 こ の 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と し て は 、 特 に
限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 、 エ キ ス ト ラ ネ ッ ト 、 Ｌ Ａ Ｎ 、 Ｉ
Ｓ Ｄ Ｎ 、 Ｖ Ａ Ｎ 、 Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 通 信 網 、 仮 想 専 用 網 （ virtual private network） 、 電 話 回 線
網 、 移 動 体 通 信 網 、 衛 星 通 信 網 等 が 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 す る
伝 送 媒 体 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ 、 Ｕ Ｓ Ｂ 、 電 力 線 搬 送 、
ケ ー ブ ル Ｔ Ｖ 回 線 、 電 話 線 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ 回 線 等 の 有 線 で も 、 Ｉ ｒ Ｄ Ａ や リ モ コ ン の よ う な 赤
外 線 、 Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ （ 登 録 商 標 ） 、 ８ ０ ２ ． １ １ 無 線 、 Ｈ Ｄ Ｒ 、 携 帯 電 話 網 、 衛 星
回 線 、 地 上 波 デ ジ タ ル 網 等 の 無 線 で も 利 用 可 能 で あ る 。 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 プ ロ グ ラ ム
コ ー ド が 電 子 的 な 伝 送 で 具 現 化 さ れ た 、 搬 送 波 に 埋 め 込 ま れ た コ ン ピ ュ ー タ デ ー タ 信 号 の
形 態 で も 実 現 さ れ 得 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ７ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 は 、 ホ ー ム シ ア タ ー の 本 体 部 以 外 に も 、 携 帯 電 話 機
、 Ｐ Ｄ Ａ 、 ノ ー ト 型 Ｐ Ｃ 、 デ ス ク ト ッ プ 型 Ｐ Ｃ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 対 応 型 表 示 装 置 、 ネ ッ ト ワ
ー ク 対 応 型 家 電 製 品 な ど 、 映 像 表 示 機 能 、 お よ び 音 声 出 力 機 能 を 有 す る 任 意 の 情 報 通 信 装
置 に 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 に 係 る 音 声 処 理 端 末 装 置 は 、 ホ ー ム シ ア タ ー の ス ピ ー
カ 部 以 外 に も 、 音 声 出 力 機 能 を 有 す る 任 意 の 情 報 通 信 装 置 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ８ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム の 本 体 部 に お け る ス ト リ ー ム 同 期 部 の 概 略 構 成
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム の ス ピ ー カ 部 に お け る 音 声 同 期 部 の 概 略 構 成 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 で あ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム に お い て 、 Ａ Ｖ ス ト リ
ー ム 伝 送 装 置 か ら 本 体 部 と ス ピ ー カ 部 と に 伝 送 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 流 れ を 時 系 列 的 に
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 で あ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム に お い て 、 Ａ Ｖ
ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 か ら 本 体 部 と ス ピ ー カ 部 と に 伝 送 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 流 れ を 時 系
列 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム に お い て 、 Ａ Ｖ ス ト リ
ー ム 伝 送 装 置 か ら 本 体 部 と ス ピ ー カ 部 と に 伝 送 さ れ る Ａ Ｖ ス ト リ ー ム の 流 れ を 時 系 列 的 に
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 送 信 側 端 末 装 置 か ら 受 信 側 端 末 装 置 へ の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ ２ － Ｔ Ｓ ス ト リ ー ム の デ ー タ 転
送 の 流 れ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 Ｄ Ｌ Ｎ Ａ に 基 づ い て 、 Ａ Ｖ ソ ー ス 機 器 か ら テ レ ビ に Ａ Ｖ 信 号 を 伝 送 す る 構 成 例 を
示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 映 像 を 滑 ら か に 出 力 す る た め の 条 件 を 示 す タ イ ム チ ャ ー ト で あ る 。

10

20

30

40

50

(25) JP 2007-159092 A 2007.6.21



【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ８ １ 】
　 １ 　 　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 シ ス テ ム
　 １ ０ 　 　 ホ ー ム シ ア タ ー （ 映 像 音 声 処 理 シ ス テ ム ）
　 １ １ ０ 　 　 本 体 部 （ 映 像 音 声 処 理 本 体 装 置 、 音 声 処 理 本 体 装 置 ）
　 １ ２ ０ 　 　 通 信 部 （ 受 信 手 段 、 送 信 手 段 、 取 得 手 段 ）
　 １ ３ ５ 　 　 時 刻 調 整 部 （ 時 刻 調 整 手 段 ）
　 １ ４ ２ 　 　 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ
　 １ ４ ５ 　 　 調 整 部 （ 調 整 手 段 ）
　 １ ４ ６ 　 　 時 計 部 （ Ａ Ｖ 時 計 手 段 ）
　 １ ４ ８ 　 　 比 較 部 （ 比 較 手 段 ）
　 １ ５ ０ 　 　 デ マ ッ ク ス 部 （ デ マ ッ ク ス 手 段 ）
　 １ ６ ０ 　 　 映 像 処 理 部 （ 映 像 処 理 手 段 ）
　 １ ７ ０ 　 　 音 声 処 理 部 （ 音 声 処 理 手 段 ）
　 １ ８ ０ 　 　 音 声 取 出 部 （ 音 声 取 出 手 段 ）
　 １ ９ ０ 　 　 サ ン プ リ ン グ 部 （ サ ン プ リ ン グ 手 段 、 取 出 時 サ ン プ リ ン グ 手 段 ）
　 ２ ０ ０ 　 　 音 声 時 計 部 （ 音 声 時 計 手 段 ）
　 ２ １ ０ 　 　 調 整 部 （ 調 整 手 段 ）
　 ２ ２ ０ 　 　 映 像 遅 延 部 （ 映 像 遅 延 手 段 ）
　 ２ ３ ０ 　 　 音 声 遅 延 部 （ 音 声 遅 延 手 段 ）
　 ３ １ ０ 　 　 ス ピ ー カ 部 （ 音 声 処 理 端 末 装 置 ）
　 ３ ２ ０ 　 　 通 信 部 （ 受 信 手 段 ）
　 ３ ４ ２ 　 　 ス ト リ ー ム バ ッ フ ァ
　 ３ ４ ５ 　 　 調 整 部 （ 調 整 手 段 ）
　 ３ ４ ６ 　 　 音 声 時 計 部 （ 音 声 時 計 手 段 ）
　 ３ ４ ８ 　 　 比 較 部 （ 比 較 手 段 ）
　 ３ ７ ０ 　 　 音 声 処 理 部 （ 音 声 処 理 手 段 ）
　 ６ １ ０ 　 　 Ａ Ｖ ス ト リ ー ム 伝 送 装 置 （ 外 部 装 置 ）
　 ７ １ ０ 　 　 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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